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訳
注
『
黄
石
斎
集
』
第
一
集
（
１
）

小
　
財
　
陽
　
平

　

本
稿
は
、
岡
本
黄
石
（
一
八
一
一
～
一
八
九
八
）
の
漢
詩
集
『
黄
石
斎
集
』
第
一
集
に
収
録
さ
れ
る
漢
詩
に
注
釈
を
施
し
て
ゆ
く
も
の

で
あ
る
。
そ
の
一
回
目
と
し
て
、
二
〇
首
の
詩
作
に
施
注
を
試
み
た
。

　

岡
本
黄
石
は
、
詩
文
を
梁
川
星
巌
に
受
け
、
書
法
を
巻
菱
湖
に
学
ん
だ
。
彦
根
藩
家
老
と
し
て
、
桜
田
門
外
の
変
以
降
、
混
乱
す
る
藩

内
を
立
て
直
し
、
藩
論
を
尊
皇
に
導
い
た
。
維
新
後
は
新
政
府
に
は
出
仕
せ
ず
、
家
督
を
譲
り
、
明
治
詩
壇
の
重
鎮
と
し
て
自
適
の
生
活

を
送
っ
た
。

　

黄
石
の
漢
詩
は
、『
黄
石
斎
集
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
第
一･
二
集
が
明
治
一
四
年
（
一
八
八
一
）、
第
三･

四
集
が
同
一
五
年
、
第

五
集
が
同
一
八
年
、
第
六
集
が
同
二
四
年
に
順
次
刊
行
さ
れ
た
。
ほ
か
に
、
写
本
で
の
み
伝
わ
る
『
黄
石
斎
遺
稿
』（『
黄
石
斎
集
』
第
七

集
）
が
あ
る
。
こ
ち
ら
に
つ
い
て
は
、『
漢
詩
人
岡
本
黄
石
の
生
涯　

第
三
章 
三
百
篇
の
遺
意
を
得
る
者
』（
世
田
谷
区
郷
土
資
料
館
、

二
〇
〇
八
）
に
翻
刻
が
そ
な
わ
る
。

　

第
一
集
は
二
冊
二
巻
。
題
字
（
三
条
実
美
）、
序
文
（
川
田
甕
江
、
小
野
湖
山
、
谷
鉄
臣
）、
題
詞
（
森
春
濤
）、
例
言
、
鈴
木
寿
画

明
治
大
学
教
養
論
集　

通
巻
五
六
五
号
（
二
〇
二
二
・
九
）
八
一
―
一
二
一
頁
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「
黄
石
先
生
林
下
行
吟
図
」、
黄
石
自
題
が
続
く
。
跋
文
は
江
馬
天
江
に
よ
る
（
序
跋
に
つ
い
て
は
、
別
稿
を
用
意
し
て
い
る
）。

　

例
言
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

一 �
初
編
二
巻
係
先
生
自
弱
冠
至
知
命
後
之
作
。
先
生
門
地
並
高
。
執
旧
彦
根
藩
政
、
凡
二
十
年
。
未
嘗
一
日
廃
文
墨
、
所
作
詩
殆

垂
一
千
首
。
惜
其
稿
嘗
罹
兵
燹
、
今
所
録
僅
十
之
一
耳
。
故
不
能
従
編
年
体
。（
初
編
二
巻
は
先
生
の
弱
冠
よ
り
知
命
の
後の

ち
に
至

る
ま
で
の
作
に
係か

か
る
。
先
生 

門
地 

並
び
に
高
し
。
旧
彦
根
藩
の

政
ま
つ
り
ご
と

を
執と

る
こ
と
、
凡お

よ
そ
二
十
年
。
未い

ま
だ
嘗か

つ
て
一
日
と
し

て
文
墨
を
廃
せ
ず
、
作
る
所
の
詩
は
殆ほ

と
ん

ど
一
千
首
に
垂な

ん
な

ん
と
す
。
惜
し
む
ら
く
は 

其
の
稿 

嘗
て
兵へ

い
燹せ

ん
に
罹か

か
り
、
今 

録
す
る

所 

僅
か
に
十
の
一
の
み
。
故ゆ

ゑ
に
編
年
体
に
従
ふ
能
は
ず
。
）

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、「
初
編
」
す
な
わ
ち
第
一
集
は
、
黄
石
の
「
弱
冠
」
か
ら
「
知
命
後
」
ま
で
の
作
品
を
収
め
て
い
る
と
い
う
が
、
第

一
集
の
最
後
の
詩
は
「
丁
卯
」
に
な
っ
た
も
の
で
、
第
一
集
は
正
確
に
は
天
保
元
年
（
一
八
三
〇
）
か
ら
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）、
つ

ま
り
、
黄
石
二
〇
歳
か
ら
五
七
歳
ま
で
に
作
ら
れ
た
詩
を
収
め
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
第
一
集
の
草
稿
は
、
兵
火
に
よ
っ
て
焼
失
し
た
た
め
、
全
体
の
十
分
の
一
し
か
遺
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
編
年
体
の
配
列
に
す
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
い
う
。
た
し
か
に
、
配
列
は
厳
密
な
編
年
体
に
は
な
っ
て
い
な
い
よ
う
だ
が
、
し
か
し
ま
っ
た
く
の
無
秩
序
と
い

う
わ
け
で
も
な
く
、
ゆ
る
や
か
に
制
作
年
代
順
に
並
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

注
釈
を
施
す
に
際
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
方
針
に
従
っ
た
。

　
　

一 �

底
本
に
は
『
詩
集
日
本
漢
詩
18
』（
汲
古
書
院
、
一
九
八
八
）
所
収
『
黄
石
斎
集
』
を
用
い
た
。

　
　

一 �

漢
字
は
原
則
と
し
て
現
行
の
字
体
を
用
い
た
。
た
だ
し
、
漢
詩
文
を
掲
げ
る
際
、「
余
・
餘
」「
芸
・
藝
」「
弁
・
辨
・
辯
・
瓣
」

「
欠
・
缼
」
等
、
誤
解
す
る
可
能
性
の
あ
る
文
字
に
か
ぎ
り
、
正
字
体
を
用
い
た
箇
所
が
あ
る
。

　
　

一 �

適
宜
ル
ビ
を
振
っ
た
。
書
き
下
し
文
へ
の
ル
ビ
は
、
原
則
と
し
て
歴
史
的
仮
名
遣
い
を
用
い
た
が
、
字
音
語
に
は
現
代
仮
名
遣



83 訳注『黄石斎集』第一集（１）

い
を
用
い
た
。

　
　

一 �
各
作
品
に
は
通
し
番
号
を
付
し
た
後
に
、
詩
題
の
原
文
、
続
い
て
カ
ッ
コ
内
に
書
き
下
し
文
を
掲
げ
た
。
連
作
の
二
首
目
以
降

で
、
詩
題
の
な
い
も
の
は
、「（
其
二
）」
な
ど
と
記
し
た
。

　
　

一 �

上
段
に
漢
詩
原
文
を
、
下
段
に
そ
の
書
き
下
し
文
を
掲
げ
た
。
続
い
て
、
詩
体
、
韻
字
（
韻
目
）
を
示
し
た
。

　
　

一 �【
題
意
】
に
は
、
詩
題
に
つ
い
て
の
説
明
や
制
作
年
次
、
詩
の
内
容
を
記
し
た
。

　
　

一 �【
語
釈
】
に
は
、
詩
語
の
意
味
や
用
例
を
掲
げ
た
。
用
例
は
、
黄
石
が
下
敷
に
し
た
作
や
参
考
に
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
作
、
ま
た

同
じ
用
法
の
も
の
を
掲
げ
た
。
な
お
、
用
例
は
原
則
と
し
て
書
き
下
し
文
の
み
を
掲
げ
、
詩
文
の
題
は
原
文
の
み
と
し
た
。

　
　

一 �【
通
釈
】
は
直
訳
を
旨
と
し
た
が
、
必
要
に
応
じ
て
、
文
言
を
補
っ
て
解
釈
し
た
。

　
　

一 �

必
要
に
応
じ
て
、【
余
説
】
欄
を
設
け
、
各
氏
の
評
語
を
紹
介
す
る
な
ど
、
作
品
鑑
賞
に
資
す
る
と
思
わ
れ
る
情
報
を
掲
げ
た
。

評
語
に
つ
い
て
は
、
原
文
・
書
き
下
し
文
と
も
に
掲
げ
た
。

小
簏
残
藁　

上

０
０
０
１
夏
日
書
懐
三
首
（
夏
日
書
懐
三
首
）

　

考
槃
風
味
在
吾
廬　
　

考こ
う

槃は
ん

の
風ふ

う
味み 

吾
が
廬ろ

に
在
り

　

草
満
閑
階
亦
不
除　
　

草
は
閑か

ん
階か

い
に
満
つ
る
も 

亦ま

た
除の

ぞ
か
れ
ず

　

睡
起
看
山
過
雨
後　
　

睡ね
む

り
よ
り
起お

き
て 

山
を
看
る 

過か

雨う

の
後

　

詩
成
題
竹
試
茶
餘　
　

詩
成
り
て 

竹
に
題
す 

茶
を
試
み
る
の
餘

　

時
平
猶
自
論
兵
略　
　

時
平
ら
か
に
し
て 

猶
ほ
自

お
の
づ
か

ら
兵
略
を
論
じ
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日
永
唯
能
閲
道
書　
　

日
永な

が
く
し
て 

唯た

だ
能よ

く
道
書
を
閲け

み
す

　

寡
欲
清
心
聊
復
爾　
　

寡か

欲よ
く 

清
心 

聊い
さ
さ

か
復ま

た
爾し

か
る
の
み

　

何
須
屏
跡
混
樵
漁　
　

何
ぞ
須も

ち
ゐ
ん 

跡あ
と

を
屏ひ

そ
め
て 

樵し
ょ
う

漁ぎ
ょ

に
混ま

ぢ
る
を

　
　
　
　

七
言
律
詩　

韻
字　

廬
・
除
・
餘
・
書
・
漁
（
上
平
声
六
魚
）

【�

題
意
】　

天
保
元
年
夏
、
黄
石
二
〇
歳
の
作
。
天
保
二
年
一
月
、
彦
根
を
訪
れ
た
菊
池
五
山
は
、
黄
石
と
面
会
し
て
い
る
。
こ
れ
を
機

縁
と
し
て
、
五
山
は
本
連
作
を
『
五
山
堂
詩
話
』
補
遺
巻
四
で
紹
介
し
た
。
夏
の
日
の
胸
中
を
記
し
た
、
三
首
の
連
作
の
第
一
首
目
。

暑
を
避
け
て
、
別
荘
で
の
閑
適
の
情
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
た
、
隠
遁
の
楽
し
み
を
詠
じ
た
も
の
。
黄
石
が
青
年
期
よ
り
出
世
間
的
の
志

を
抱
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

【�

語
釈
】　

○
考
槃　

隠
遁
の
楽
し
み
を
な
す
こ
と
。
賢
者
の
隠
逸
を
楽
し
む
様
を
詠
じ
た
「
考
槃
」（『
詩
経
』
衛
風
）
に
基
づ
く
語
。

『
毛
伝
』
は
「
考
は
成
な
り
。
槃
は
楽
な
り
」
と
し
、『
集
伝
』
で
は
「
考
は
成
な
り
。
槃
は
盤
桓
の
意
な
り
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
其
の

隠
処
の
室
を
成
す
な
り
」
と
す
る
。　

○
風
味　

す
ぐ
れ
た
お
も
む
き
。「
淵
明
は
千
載
の
人
、
子し

瞻せ
ん

は
百
世
の
士
、
出
処 

固も
と

よ
り
同

じ
か
ら
ず
も
、
風
味 

亦ま

た
相あ

ひ
似に

た
り
」（『
冷
斎
夜
話
』
巻
七
）。　

○
閑
階　

人ひ
と

気け

が
な
く
静
か
な
階
段
。
庭
に
階
段
が
あ
っ
て
、
そ

こ
を
草
が
お
お
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。　

○
題
竹　

竹
に
詩
を
書
き
つ
け
る
。
李
山
甫
「
方
干
隠
居
」（『
三
体
詩
』）
に
「
欄
前 

竹
に

題
し
て 

僧
名
有
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
訪
問
客
が
竹
に
詩
や
名
を
書
く
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
自
作
の
詩
を
書
い
た
。　

○
試
茶

餘　

茶
を
味
わ
っ
た
後
。「
餘
」
は
「
あ
と
、
の
ち
」。　

○
論　

分
析
す
る
。
研
究
す
る
。　

○
猶
自　

太
平
の
御
代
で
さ
え
自
然

と
。　

○
兵
略　

戦い
く
さ

に
お
け
る
兵
の
動
か
し
方
や
戦
略
。
黄
石
は
、
彦
根
藩
軍
学
師
範
を
代
々
勤
め
る
、
岡
本
業な

り

常つ
ね

の
養
子
と
な

り
、
文
政
五
年
に
跡
を
継
い
だ
。
兵
術
研
究
は
そ
の
家
業
で
あ
っ
た
。　

○
道
書　

道
家
の
書
。
あ
る
い
は
仏
典
の
こ
と
も
指
す
。
い

ず
れ
に
し
て
も
、
世
俗
を
脱
し
た
玄
妙
な
思
想
書
を
い
う
。　

○
聊
復
爾　

と
り
あ
え
ず
こ
う
し
て
お
こ
う
、
ま
あ
こ
ん
な
と
こ
ろ
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だ
、
の
意
。
完
全
に
隠
遁
す
る
の
で
は
な
く
、
ほ
ど
ほ
ど
に
世
俗
と
折
り
合
い
を
つ
け
な
が
ら
、
機
を
見
て
隠
宅
に
休
ら
う
現
今
の
状

況
に
と
り
あ
え
ず
満
足
し
よ
う
と
す
る
妥
協
的
態
度
。
華
美
な
衣
類
を
干ほ

し
て
自
慢
す
る
俗
習
に
対
し
て
、
阮
咸
が
ふ
ん
ど
し
を
ぶ
ら

さ
げ
て
み
せ
た
。
そ
の
こ
と
を
問
わ
れ
る
と
、「
未
だ
俗
を
免
る
る
能
は
ず
。
聊い

さ
さ

か
復ま

た
爾し

か
る
の
み
」
と
答
え
た
と
い
う
『
世
説
新

語
』
任
誕
に
基
づ
く
語
。　

○
樵
漁　

木
こ
り
と
漁
師
。
俗
世
を
離
れ
た
隠
者
を
象
徴
す
る
。

【�

通
釈
】　

隠
居
暮
ら
し
の
醍
醐
味
は
我
が
庵
に
あ
る
。
草
は
ひ
っ
そ
り
と
し
た
階
段
に
生
え
放
題
だ
が
、
そ
れ
も
気
に
し
な
い
。
昼
寝

か
ら
覚
め
る
と
雨
上
が
り
の
山
を
見
つ
め
、
詩
が
で
き
る
と
茶
を
喫
し
て
か
ら
竹
に
書
き
つ
け
る
。
太
平
の
御
代
で
さ
え
お
の
ず
と
兵

術
の
こ
と
を
考
え
て
し
ま
う
が
、
夏
の
日
永
に
は
た
だ
道
書
に
目
を
さ
ら
す
だ
け
。
何
も
望
ま
ぬ
代
わ
り
に
、
心
は
澄
み
切
っ
て
い
る

が
、
と
り
あ
え
ず
こ
ん
な
も
の
だ
ろ
う
。
こ
と
さ
ら
に
姿
を
く
ら
ま
せ
て
、
木
こ
り
や
漁
師
に
混
じ
る
ま
で
も
あ
る
ま
い
。

【�

余
説
】　

巻
頭
を
飾
る
本
連
作
は
、
彦
根
に
来
遊
し
た
菊
池
五
山
の
目
に
留
ま
り
、
そ
の
『
五
山
堂
詩
話
』
補
遺
巻
四
に
て
「
文
卿

（
黄
石
）
其
（
父
）
の
業
を
殞お

と
さ
ず
、
文
武
兼
済
、
今
纔わ

づ
か
に
弱じ

ゃ
く

を
過
ぐ
る
の
み
。
実
に
誉よ

髦ぼ
う

と
為
す
。
夏
日
書
懐
に
云
ふ
…
…
」

と
し
て
紹
介
さ
れ
た
。
詩
人
を
志
す
も
の
な
ら
ば
、『
五
山
堂
詩
話
』
に
名
を
列
ね
る
こ
と
を
無
上
の
名
誉
と
し
た
ぐ
ら
い
で
あ
っ
た

か
ら
、
こ
れ
に
よ
り
、
黄
石
青
年
の
詩
名
が
天
下
に
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
に
違
い
な
く
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
詩
人
黄
石
は
こ

の
と
き
誕
生
し
た
と
い
っ
て
よ
い
。
本
連
作
が
詩
集
の
冒
頭
に
据
え
ら
れ
た
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

　

�　

た
だ
し
、『
五
山
堂
詩
話
』
と
は
、
以
下
の
よ
う
な
若
干
の
文
字
の
異
同
が
確
認
で
き
、
別
集
刊
行
に
至
る
ま
で
に
、
推
敲
に
余
年

の
な
か
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

　
　

２　

草
満
閑
階
不
肯0

除
→
草
満
閑
階
亦
不0

除

　
　

３　

睡
起
看
山
収0

雨
後
→
睡
起
看
山
過0

雨
後

　
　

４　

詩
成
題
竹
納
涼
初

0

0

0

→
詩
成
題
竹
試
茶
餘

0

0

0

0
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５　

時
平
猶
自
存0

兵
略
→
時
平
猶
自
論0

兵
略

　
　

６　

日
永
無
聊

0

0

閲
道
書
→
日
永
唯
能

0

0

閲
道
書

　
　

７　

寡
欲
清
心
真
得
所

0

0

0

→
寡
欲
清
心
聊
復
爾

0

0

0

0

　

�　

い
ず
れ
も
平
仄
に
不
審
な
点
は
な
く
、
こ
れ
は
よ
り
よ
い
表
現
を
目
指
し
て
の
所
為
だ
と
い
え
る
。
事
実
、
庭
の
草
を
「
あ
え
て

0

0

0

抜

か
な
い
」
と
う
そ
ぶ
く
の
は
、
こ
と
さ
ら
に
隠
宅
め
か
し
た
気
取
り
を
感
じ
さ
せ
る
し
、「
雨
が
収
ま
る
」
よ
り
も
「
雨
が
通
り
過
ぎ

た
」
と
し
た
ほ
う
が
、
躍
動
感
が
出
る
。
雨
が
降
れ
ば
気
温
が
下
が
る
の
は
当
然
な
の
だ
か
ら
、「
納
涼
」
と
い
う
詩
語
は
た
し
か
に

不
要
で
あ
る
。
こ
こ
は
茶
を
啜
っ
て
か
ら
詩
を
書
き
つ
け
た
ほ
う
が
つ
き
づ
き
し
い
。
軍
学
師
範
の
家
を
継
い
だ
黄
石
か
ら
す
れ
ば
、

太
平
の
御
代
で
も
習
慣
に
よ
っ
て
お
の
ず
と
兵
略
の
こ
と
が
意
識
を
離
れ
な
か
っ
た
は
ず
だ
。「
存
兵
略
」
で
は
、
ど
う
し
て
も
他
人

事
の
よ
う
な
口
ぶ
り
に
な
る
。「
無
聊
」
と
表
現
す
れ
ば
、
脱
俗
の
生
活
に
不
満
が
あ
る
か
の
よ
う
に
聞
こ
え
る
し
、
こ
れ
で
は
暇
つ

ぶ
し
に
「
道
書
」
を
繙
い
た
仕
儀
と
な
る
。
日
が
永
く
て
も
気
に
な
ら
な
い
ぐ
ら
い
の
め
り
込
め
る
の
は
「
道
書
」
だ
け
と
、
玄
妙
な

書
物
に
対
す
る
敬
意
を
示
し
た
表
現
に
改
め
た
ほ
う
が
よ
い
。
そ
れ
に
「
猶
自
」
と
対
応
さ
せ
る
の
な
ら
ば
、「
無
聊
」
よ
り
も
、
同

じ
副
詞
の
「
唯
能
」
の
ほ
う
が
緊
密
な
対
句
を
形
成
で
き
る
。「
真
得
所
」
は
、
い
か
に
も
ス
ト
レ
ー
ト
な
言
い
回
し
で
詩
歌
と
し
て

の
面
白
み
に
や
や
欠
け
る
だ
ろ
う
か
。「
聊
復
爾
」
と
す
れ
ば
、
世
俗
に
そ
む
き
き
る
で
も
な
く
、
か
と
い
っ
て
隠
逸
の
志
を
棄
て
き

っ
た
わ
け
で
も
な
い
と
い
う
、
複
雑
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
帯
び
て
、
余
韻
が
生
じ
よ
う
。

　

�　

菊
池
五
山
の
紹
介
に
よ
っ
て
世
に
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
本
作
は
、
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
た
だ
ろ
う
か
。
版
本
に
は
次
の
よ
う

な
各
氏
の
評
語
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

�　

小
野
湖
山
は
「
読
開
巻
二
律
、
先
見
其
詩
品
。
又
足
以
見
其
人
品
矣
（
開
巻
の
二
律
を
読
み
て
、
先
づ
其
の
詩
品
を
見
る
。
又
た
以

て
其
の
人
品
を
見
る
に
足
る
）」
と
評
し
て
い
る
。
幕
末
に
は
藩
家
老
と
し
て
辣
腕
を
振
る
っ
た
黄
石
だ
が
、
維
新
政
府
に
仕
え
る
こ
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と
の
な
か
っ
た
か
れ
が
本
来
志
し
て
い
た
の
は
、
廃
藩
置
県
以
降
の
隠
遁
生
活
に
あ
っ
た
こ
と
を
、
本
作
か
ら
読
み
取
っ
て
い
る
如
く

で
あ
る
。

　

�　

大
沼
枕
山
は
「
睡
起
二
聯
、
意
思
瀟
然
。
已
伏
第
七
句
寡
清
二
字
（
睡
起
の
二
聯
、
意
思
瀟
然
た
り
。
已
に
第
七
句
の
寡
清
二
字
を

伏
す
）」
と
す
る
。
枕
山
の
慧
眼
は
、
雨
後
の
山
を
見
つ
め
、
茶
を
喫
し
て
詩
を
題
す
る
隠
棲
生
活
を
活
写
し
た
頷
聯
が
、
第
七
句
目

の
「
寡
欲
清
心
」
と
脈
絡
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
見
抜
い
た
の
で
あ
る
。

０
０
０
２
（
其
二
）

　

適
然
時
入
黒
甜
郷　
　

適て
き

然ぜ
ん

と
し
て 

時
に
入い

る 

黒こ
く

甜て
ん

郷き
ょ
う

　

個
裡
真
成
興
味
長　
　

個こ

の
裡う

ち 

真ま
こ
と成

に 
興
味
長
し

　

詩
痩
秖
応
同
沈
約　
　

詩
痩
は
秖た

だ
応ま

さ
に
沈し

ん
約や

く
に
同
じ
か
る
べ
し

　

性
慵
元
自
似
嵆
康　
　

性
慵
は
元も

と
自よ

り
嵆け

い
康こ

う
に
似
た
り

　

門
無
褦
襶
奚
知
熱　
　

門
に
褦だ

い
襶た

い
無
き
も 

奚い
づ
く

ん
ぞ
熱
を
知
ら
ん
や

　

床
有
𥳌

可
飽
涼　
　

床し
ょ
う

に
𥳌

き
ゅ
う
り
ゅ
う

有
り 

涼
に
飽
く
べ
し

　

胸
次
久
忘
栄
達
事　
　

胸き
ょ
う

次じ 

久
し
く
忘
る 

栄
達
の
事

　

夢
魂
不
復
到
黄
梁　
　

夢
魂 

復ま

た
黄こ

う

梁り
ょ
う

に
到
ら
ず

　
　
　
　

七
言
律
詩　

韻
字　

郷
・
長
・
康
・
涼
・
梁
（
下
平
声
七
陽
）

【�

題
意
】　

連
作
の
二
首
目
。
隠
宅
で
の
午
睡
の
楽
し
み
を
詠
じ
た
作
。
陶
淵
明
の
「
嘗か

つ
て
言
ふ 

夏
月
虚き

ょ

間か
ん

、
北
窓
の
下も

と
に
高こ

う
が臥

し
、

清
風 

颯さ
つ

と
し
て
至
ら
ば
、
自み

づ
か

ら
羲ぎ

皇こ
う

上じ
ょ
う

の
人
と
謂い

は
ん
」（「
陶
潜
帰
去
」『
蒙
求
』）
以
降
、
夏
の
午
睡
は
隠
者
の
楽
し
み
と
し
て

謡

謡
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定
着
し
た
。

【�
語
釈
】　

○
適
然　

偶
然
。　

○
黒
甜
郷　

昼
寝
、
夢
の
世
界
、
の
意
の
俗
語
。「
南
人
は
飲
酒
を
以
て
軟
飽
と
為
し
、
北
人
は
昼
寝
を

以
て
黒
甜
と
為
す
。
故
に
東
坡
云
ふ
、
三
杯 

軟
飽
の
後
、
一
枕 

黒
甜
の
餘
と
。
此こ

れ
亦ま

た
俗
語
を
用も

ち
ゐ
る
な
り
」（『
詩
人
玉
屑
』
巻

六
）。　

○
個
裡　

こ
の
な
か
に
。
こ
こ
で
は
、
夢
幻
郷
の
な
か
に
、
の
意
。「
此
中
」
に
同
じ
。
隠
逸
の
境
地
を
詠
じ
た
陶
淵
明
の

「
飲
酒
二
十
首
（
五
）」（『
古
文
真
宝
』
前
集
）
に
「
此こ

の
中う

ち
に
真
意
有
り
、
辯べ

ん
ぜ
ん
と
欲
し
て 

已
に
言
を
忘
る
」。　

○
真
成　

ほ
ん

と
う
に
、
の
意
の
俗
語
。
王
昌
齢
「
長
信
秋
詞
」（『
唐
詩
選
』）
に
「
真ま

こ
と成

に
薄
命 

久
し
く
尋じ

ん
し思

す
、
夢
に
君
王
に
見ま

み
え
て 

覚さ

め
て

後の
ち

に
疑
ふ
」。　

○
詩
痩　

苦
吟
に
よ
っ
て
痩
せ
る
こ
と
。
黄
庭
堅
「
王
立
之
承
奉
詩
報
梅
花
已
落
尽
次
韻
戯
答
」
に
あ
る
「
定
め
て

是こ

れ 

沈し
ん

郎ろ
う 

詩
を
作
り
て
痩
せ
た
る
な
ら
ん
、
応ま

さ
に
春
の
能よ

く
許こ

の
愁
ひ
を
生
ず
べ
か
ら
ず
」
を
踏
ま
え
た
。
こ
れ
は
王
立
之
を
沈
約

に
な
ぞ
ら
え
、
か
れ
は
春
愁
に
よ
っ
て
痩
せ
た
の
で
は
な
く
、
苦
吟
に
よ
っ
て
痩
せ
た
に
違
い
な
い
と
戯
れ
た
作
。
沈
約
は
病
弱
で
痩

せ
て
い
た
の
だ
が
、
黄
庭
堅
は
こ
れ
を
苦
吟
に
よ
る
も
の
だ
と
読
み
換
え
た
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
読
み
換
え
た
の
は
、
李
白
「
戯

贈
杜
甫
」
に
見
え
る
「
借し

ゃ
問も

ん
す 

別
来 
太は

な
は

だ
瘦や生
せ
た
る
か
、
総す

べ
て
従
前 

作
詩
の
苦
し
み
の
為
な
り
」
に
基
づ
く
。　

○
沈
約　

南

朝
梁
の
文
人
、
政
治
家
。　

○
性
慵　

怠
惰
な
性
質
。
嵆
康
は
自
身
の
性
質
を
「
性 

復ま

た
疎そ

嬾ら
ん

、
筋
は
駑に

ぶ
く
肉
は
緩ゆ

る
く
、
頭
面
は
常

に
一い

ち

月げ
つ

に
十
五
日
洗
は
ず
」（「
与
山
巨
源
書
」）
と
「
疎
懶
」
だ
と
述
べ
て
い
る
。
白
居
易
「
秋
斎
」
に
「
嵆
康 

事
に
向
ひ
て
慵

も
の
う

し
」。　

○
嵆
康　

三
国
魏
の
文
人
。
竹
林
の
七
賢
の
一
。　

○
褦
襶　

竹
製
の
骨
に
帛
を
張
っ
た
日
傘
。
陸
游
「
夏
日
」
に
「
赤
日 

黄
塵 

褦
襶
忙
し
」。　

○
床　

中
国
で
用
い
ら
れ
た
、
腰
掛
け
た
り
、
寝
転
ん
だ
り
す
る
た
め
の
家
具
。
寝
椅
子
や
ベ
ン
チ
の
よ
う
な

も
の
。
こ
こ
で
は
縁
側
や
縁
台
の
こ
と
を
い
う
。　

○
𥳌𥳌
　

竹
む
し
ろ
の
よ
う
な
植
物
で
編
ん
だ
敷
物
を
指
す
か
。
見
慣
れ
ぬ
詩
語

だ
が
、
南
宋
の
范
浚
と
い
う
人
の
「
送
徐
彦
思
倅
建
安
」
詩
に
「
君 
聞
か
ず
や 

詩
人 

一
席 

𥳌

に
眠
り
、
夜
泊
す 

建
渓 

微
月
の

中
」
と
あ
っ
て
、
眠
る
と
き
に
「
𥳌

」
を
敷
い
て
い
る
。「
蕯
藭
」
も
似
た
よ
う
な
も
の
ら
し
く
、
中
唐
の
欧
陽
詹
の
「
宿
建
渓
中

舘

舘

誇
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宵
即
事
」
詩
に
「
蕯
藭 

一
席 

眠
り
還ま

た
坐
す
」
と
あ
っ
て
、
や
は
り
茣ご

蓙ざ

の
よ
う
な
敷
物
を
指
す
よ
う
で
あ
る
。　

○
飽　

ぞ
ん
ぶ

ん
に
味
わ
う
。
満
喫
す
る
。　

○
黄
梁　

黍き
び

。
こ
こ
で
は
「
黄こ

う

粱り
ょ
う

一い
っ

炊す
い

の
夢ゆ

め
」（『
沈
中
記
』）
の
故
事
を
踏
ま
え
る
。
盧ろ

生せ
い

が
邯か

ん

鄲た
ん

で
栄
達
を
遂
げ
る
が
、
そ
れ
は
黄
梁
が
炊
け
る
わ
ず
か
の
時
間
に
見
た
夢
の
出
来
事
で
あ
っ
た
。
そ
こ
か
ら
、
栄
耀
栄
華
も
束
の
間
の

は
か
な
い
も
の
だ
と
い
う
寓
話
。

【�

通
釈
】　

た
ま
た
ま
つ
い
夢
幻
郷
に
引
き
込
ま
れ
る
が
、
こ
の
う
ち
に
こ
そ
ほ
ん
と
う
の
興
趣
が
あ
る
。
起
き
て
い
れ
ば
、
苦
吟
し
て

沈
約
よ
ろ
し
く
痩
せ
こ
け
て
し
ま
う
し
、
性
質
は
も
と
よ
り
嵆
康
の
如
く
懶
堕
に
で
き
て
い
る
。
眠
っ
て
い
れ
ば
、
出
入
り
口
に
日ひ

除よ

け
を
設
け
な
く
て
も
暑
さ
な
ど
感
じ
な
い
し
、
竹
む
し
ろ
を
敷
い
て
寝
れ
ば
、
ひ
ん
や
り
と
し
て
申
し
分
な
い
。
世
俗
で
の
栄
達
な
ど

久
し
く
忘
れ
て
い
た
か
ら
、
盧
生
が
見
た
と
い
う
は
か
な
い
夢
の
世
界
に
は
決
し
て
向
か
う
ま
い
。

【�

余
説
】　

世
俗
の
煩
わ
し
さ
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
る
午
睡
の
す
ば
ら
し
さ
を
語
っ
た
作
。
黄
石
は
、
自
身
を
沈
約
や
嵆
康
に
な
ぞ
ら
え

て
い
る
。
沈
約
は
文
苑
の
第
一
人
者
と
し
て
認
め
ら
れ
な
が
ら
も
、
最
期
は
武
帝
の
不
興
を
買
い
、
不
遇
の
う
ち
に
歿
し
た
し
、
魏
王

室
に
列
な
る
嵆
康
は
世
俗
を
斥
け
つ
づ
け
な
が
ら
も
、
結
局
讒
言
に
よ
っ
て
刑
死
し
た
。
ど
れ
だ
け
詩
文
に
耽
り
、
脱
俗
の
境
地
に
没

入
し
て
い
て
も
、
生
き
て
い
る
限
り
は
意
に
任
せ
な
い
世
の
中
で
あ
る
な
ら
ば
、
眠
り
こ
け
る
よ
り
ほ
か
に
な
い
と
い
う
、
青
年
黄
石

の
い
さ
さ
か
ま
せ
た
、
達
観
し
て
み
せ
た
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
作
で
あ
る
。

　

�　

用
語
と
し
て
は
、「
黒
甜
郷
」「
真
成
」「
褦
襶
」「
𥳌

」
な
ど
、
俗
語
的
表
現
を
多
用
し
た
点
が
目
を
引
く
。
構
成
の
面
で
は
、

「
黒0

甜
」
か
ら
は
じ
ま
っ
て
「
黄0

梁
」
で
お
わ
る
と
い
う
よ
う
に
、
色
彩
語
で
首
尾
を
整
え
た
の
は
意
識
し
て
の
こ
と
だ
ろ
う
。

　

�　

小
野
湖
山
は
、
本
詩
に
対
し
て
、「
清
淡
和
雅
。
誦
之
亦
可
忘
熱
飽
涼
（
清
淡
和
雅
。
之
を
誦
す
れ
ば
亦ま

た
熱
を
忘
れ
涼
に
飽
く
べ

し
）」
と
評
し
て
い
る
。

　
　

な
お
、『
五
山
堂
詩
話
』
と
比
較
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
冒
頭
と
末
尾
の
句
に
文
字
の
異
同
が
見
ら
れ
る
。

窮
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１　

有
時
来
去

0

0

0

0

黒
甜
郷
→
適
然
時
入

0

0

0

0

黒
甜
郷

　
　

８　

繁
華

0

0

不
復
夢0

黄
梁
→
夢
魂

0

0

不
復
到0

黄
梁

　
　

い
ず
れ
も
作
詩
の
規
則
に
抵
触
す
る
箇
所
は
見
ら
れ
な
い
。

０
０
０
３
（
其
三
）

　

槐
柳
扶
疎
蔭
更
稠　
　

槐か
い

柳り
ゅ
う 

扶ふ

疎そ

と
し
て 

蔭か
げ 

更
に
稠し

げ
し

　

閑
窓
独
坐
不
勝
幽　
　

閑
窓 

独
坐
し
て 

幽
に
勝た

へ
ず

　

除
詩
之
外
我
無
事　
　

詩
を
除の

ぞ
く
の
外 

我
に
事
無
く

　

経
国
有
材
誰
用
籌　
　

国
を
経を

さ
む
る
に
材
有
り 

誰
か

籌
は
か
り
ご
と

を
用も

ち
ゐ
ん
や

　

身
後
栄
名
悲
馬
骨　
　

身し
ん

後ご

の
栄
名 
馬ば

骨こ
つ

を
悲
し
む

　

世
間
躁
進
笑
麞
頭　
　

世せ
い

間か
ん

の
躁そ

う
進し

ん 
麞し

ょ
う

頭と
う

を
笑
ふ

　

散
樗
贏
得
生
花
吻　
　

散さ
ん

樗ち
ょ 

贏か

ち
得
た
り 
生
花
の
吻ふ

ん

　

千
首
真
軽
万
戸
侯　
　

千
首 

真ま
こ
と

に
軽か

ろ
ん
ず 

万ば
ん

戸こ

の
侯こ

う

　
　
　
　

七
言
律
詩　

韻
字　

稠
・
幽
・
籌
・
頭
・
侯
（
下
平
声
十
一
尤
）

【�

題
意
】　

連
作
の
三
首
目
。
世
俗
の
栄
達
に
は
背
を
向
け
て
、
詩
作
に
耽
る
隠
逸
の
境
地
に
思
い
を
馳
せ
た
。

【�

語
釈
】　

○
扶
疎　

樹
木
の
葉
が
し
げ
り
広
が
る
、
の
意
。
畳
韻
語
。
陶
淵
明
が
「
読
山
海
経
」（『
古
文
真
宝
』
前
集
）
に
「
孟も

う
夏か 

草

木
長
じ
、
屋お

く
を
繞め

ぐ
り
て 

樹き 

扶
疏
た
り
」
と
詠
じ
て
以
降
、
扶
疏
た
る
草
木
に
囲
ま
れ
る
の
が
隠
宅
の
な
ら
い
と
な
っ
た
。
黄
石
の
別

宅
に
生お

う
る
「
柳
」
は
ま
た
、
陶
淵
明
が
自
身
の
草
庵
に
五
本
の
柳
を
植
え
た
と
い
う
「
五
柳
先
生
伝
」（『
古
文
真
宝
』
後
集
）
を
意



91 訳注『黄石斎集』第一集（１）

識
し
て
い
よ
う
。　

○
閑
窓　

ひ
っ
そ
り
と
し
た
窓
際
。
真
夏
の
午
後
に
「
北
窓
」
の
も
と
で
昼
寝
し
た
陶
淵
明
の
「
陶
潜
帰
去
」

（『
蒙
求
』）
を
意
識
し
た
措
辞
（
０
０
０
２
詩
・
題
意
参
照
）。　

○
不
勝
幽　

た
い
そ
う
静
か
で
ひ
っ
そ
り
と
落
ち
着
い
て
い
る
。

「
不
勝
…
…
」
は
「
非
常
に
…
…
で
あ
る
」
の
意
。　

○
除
詩
之
外　

詩
を
作
る
こ
と
を
除
い
て
。　

○
経
国　

世
を
治
め
、
国
家
を

統
治
す
る
こ
と
。「
文
章
は
経
国
の
大
業
、
不
朽
の
盛
事
な
り
」（
曹
丕
『
典
論
』
論
文
）。　

○
用
籌　

計
略
を
用
い
る
。「
籌
」
は
、

数
を
か
ぞ
え
る
竹
の
棒
の
こ
と
で
、
転
じ
て
は
か
り
ご
と
を
い
う
。　

○
馬
骨　

馬
の
骨
。
賢
者
を
招
く
目
的
で
お
と
り
の
た
め
に
優

遇
さ
れ
る
無
能
な
者
、
の
意
。
千
里
の
馬
を
求
め
る
た
め
に
、
死
馬
の
骨
を
五
百
金
で
買
っ
た
者
が
い
た
。
死
ん
だ
馬
に
五
百
金
を
払

う
ぐ
ら
い
だ
か
ら
、
生
き
た
馬
な
ら
よ
ほ
ど
の
高
値
が
つ
く
だ
ろ
う
と
、
名
馬
が
た
く
さ
ん
寄
せ
ら
れ
た
と
い
う
。
い
わ
ゆ
る
「
死
馬

の
骨
を
買
ふ
」（
ま
た
は
「
先
従
隗
始
」
と
も
）
の
故
事
（『
十
八
史
略
』
春
秋
戦
国
・
燕
）
を
踏
ま
え
る
。　

○
躁
進　

盲
目
的
に
突

き
進
む
こ
と
。　

○
麞
頭　

麞し
ょ
う

頭と
う

鼠そ

目も
く

の
こ
と
。
ノ
ロ
ジ
カ
の
頭
と
ネ
ズ
ミ
の
目
、
転
じ
て
野
人
の
卑
し
い
容
貌
。
頭
は
削そ

げ
、
目

は
凹
ん
で
瞳
が
円
い
相
貌
を
い
う
。　

○
散
樗　

使
い
物
に
な
ら
な
い
樗お

う
ち

の
木
。「
吾
に
大
樹
有
り
。
人 

之こ
れ

を
樗ち

ょ
と
謂い

ふ
。
其
の
大

本
は
擁よ

う

腫し
ゅ

し
て
縄じ

ょ
う

墨ぼ
く

に
中あ

た
ら
ず
、
其
の
小
枝
は
巻か

ん

曲き
ょ
く

し
て
規き

矩く

に
中あ

た
ら
ず
、
之こ

れ
を
塗み

ち
に
立
つ
れ
ば
、
匠し

ょ
う

人じ
ん 

顧
み
ず
」
と
い
う

『
荘
子
』
逍
遥
遊
の
一
節
に
基
づ
く
。
役
に
立
た
な
い
が
、
そ
れ
故ゆ

え
に
伐
採
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
天
寿
を
全
う
で
き
る
、
い
わ
ゆ
る

「
無
用
の
用
」
の
こ
と
。
無
能
で
あ
る
が
故
に
隠
宅
で
安
穏
と
で
き
る
黄
石
自
身
の
身
の
上
を
い
う
。　

○
贏
得　

手
に
入
れ
ら
れ
た
、

の
意
。　

○
生
花
吻　

花
へ
の
口
づ
け
。　

○
万
戸
侯　

食
邑
一
万
戸
の
領
主
。
高
官
高
禄
の
象
徴
。
末
句
は
、
杜
牧
「
登
池
州
九

峰
楼
寄
張
祜
」
に
「
誰た

れ
人ひ

と
か
似に

た
る
を
得
ん 

張
公
子
の
、
千
首
の
詩
も
て
万
戸
の
侯
を
軽
ん
ず
る
を
」
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
る
。

【�

通
釈
】　

エ
ン
ジ
ュ
や
ヤ
ナ
ギ
の
葉
が
ふ
さ
ふ
さ
と
ひ
ろ
が
っ
て
、
木
陰
は
い
っ
そ
う
濃
く
な
っ
た
。
静
か
な
窓
辺
に
独
り
坐
し
て
い

る
と
、
こ
の
上
な
い
閑
寂
さ
だ
。
自
分
に
は
詩
を
作
る
ぐ
ら
い
し
か
や
る
こ
と
は
な
く
、
適
材
は
ほ
か
に
い
く
ら
も
あ
る
の
だ
か
ら
、

天
下
を
治
め
る
た
め
に
、
な
い
智
恵
を
絞
ろ
う
と
も
し
な
い
。
死
後
に
名
声
を
博
し
た
と
こ
ろ
で
、
悲
し
い
こ
と
に
、
そ
れ
は
千
里
の
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馬
を
招
き
よ
せ
る
た
め
の
馬
の
骨
に
過
ぎ
な
い
の
だ
。
む
や
み
に
前
へ
前
へ
と
突
き
進
む
こ
ん
な
世
の
中
で
は
、
野
暮
な
人
間
は
笑
い

物
に
な
る
だ
け
だ
。
役
立
た
ず
の
樗
木
だ
か
ら
こ
そ
、
生
き
生
き
と
し
た
花
々
に
接
吻
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。
自
分
に
は
、
い
つ

で
も
詩
を
詠
ん
で
い
ら
れ
る
こ
の
閑
雅
な
身
の
ほ
う
が
、
食
邑
一
万
戸
の
領
主
な
ど
に
な
る
よ
り
も
、
よ
ほ
ど
あ
り
が
た
く
感
じ
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

【�

余
説
】　
『
五
山
堂
詩
話
』
と
比
較
す
る
と
、
一
文
字
異
同
が
見
ら
れ
る
。

　
　

２　

山0

窓
独
坐
不
勝
幽
→
閑0

窓
独
坐
不
勝
幽

　

�　

ど
ち
ら
の
文
字
も
平
仄
は
同
じ
で
あ
る
が
、「
山
窓
」
と
す
る
と
、
遠
く
離
れ
た
世
俗
と
の
距
離
に
焦
点
が
向
け
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
、「
閑
窓
」
と
す
る
と
、
隠
宅
の
静
け
さ
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

０
０
０
４
早
春
題
清
暉
亭
用
星
巌
先
生
韻
（
早
春 

清
暉
亭
に
題
す
。
星
巌
先
生
の
韻
を
用
ゐ
る
）

　

柳
罩
晴
煙
払
曲
欄　
　

柳
は
晴せ

い
煙え

ん
に
罩こ

め
ら
れ
て 

曲き
ょ
く

欄ら
ん

を
払
ひ

　

孤
亭
瀟
灑
俯
沙
湾　
　

孤
亭 

瀟し
ょ
う

灑し
ゃ

と
し
て 
沙
湾
に
俯ふ

す

　

湖
光
内
外
夕
陽
敞　
　

湖
光 

内
外 

夕
陽
敞ひ

ろ
く

　

山
色
高
低
残
雪
斑　
　

山
色 

高
低 

残
雪
斑は

ん
た
り

　

十
丈
紅
塵
無
夢
到　
　

十
丈
の
紅こ

う
塵じ

ん 

夢
に
も
到
る
無
く

　

一
双
白
鳥
対
人
閑　
　

一
双
の
白
鳥 

人
に
対
し
て
閑
な
り

　

只
応
便
詡
多
清
福　
　

只た

だ
応ま

さ
に
便す

な
は

ち
清
福
多
き
を
詡ほ

こ
る
べ
し

　

未
必
仙
家
勝
此
間　
　

未い
ま

だ
必
ず
し
も
仙せ

ん
家か

も
此
の
間
に
勝ま

さ
る
と
せ
ず
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七
言
律
詩　

韻
字　

欄
・
湾
・
斑
・
閑
・
間
（
上
平
声
十
五
刪
）

【�
題
意
】　

詩
人
ま
た
尊
皇
家
と
し
て
知
ら
れ
る
梁
川
星
巌
は
、
天
保
元
年
一
〇
月
、
彦
根
を
訪
れ
た
。
一
時
的
に
京
都
に
い
た
こ
と
も

あ
っ
た
が
、
天
保
三
年
九
月
ま
で
は
お
お
む
ね
彦
根
で
過
ご
し
て
い
る
。
黄
石
は
そ
の
間
、
い
く
た
び
か
星
巌
と
対
面
し
、
詩
歌
の
応

酬
を
し
て
お
り
、
本
作
は
お
そ
ら
く
そ
の
こ
ろ
の
作
か
。
本
詩
は
、
黄
石
が
星
巌
の
用
い
た
韻
字
を
使
っ
て
、
清
暉
亭
の
す
ば
ら
し
さ

を
詠
じ
た
寄
題
の
作
。「
清
暉
亭
」
は
、
詩
を
読
む
か
ぎ
り
、
琵
琶
湖
の
湾
に
面
し
た
高
所
に
あ
っ
て
眺
望
の
よ
い
亭
榭
で
あ
る
と
わ

か
る
が
、
詳
細
は
不
明
。「
用
韻
」
は
、
和
韻
の
一
種
で
、
相
手
の
詩
と
同
じ
韻
字
を
用
い
て
作
詩
す
る
こ
と
。
韻
字
の
順
序
ま
で
そ

ろ
え
る
次
韻
と
異
な
り
、
用
韻
で
は
順
番
ま
で
は
問
わ
な
い
。
黄
石
が
な
に
ゆ
え
星
巌
の
詩
に
和
し
た
の
か
、
そ
の
場
に
星
巌
が
い
た

か
ら
な
の
か
、
星
巌
の
勧
め
で
清
暉
亭
を
訪
う
た
か
ら
な
の
か
、
単
に
星
巌
の
こ
と
を
思
い
出
し
た
か
ら
な
の
か
は
よ
く
わ
か
ら
な

い
。『
星
巌
集
』
丙
集
「
螽
湖
客
漁
」
に
は
、
黄
石
に
寄
せ
た
作
が
い
く
つ
か
見
え
る
が
、
そ
の
な
か
に
本
詩
と
用
韻
の
関
係
に
あ
る

作
は
見
い
だ
せ
な
か
っ
た
。

【�

語
釈
】　

○
罩　

雲
や
靄
が
立
ち
籠
め
る
。
司
空
図
「
王
官
二
首
（
二
）」
に
「
荷
塘 

煙も
や

は
罩
め
て 

小
斎
虚
し
く
、
景
物 

皆
な
宜
し

く
画
図
に
入
る
べ
し
。
尽
日 

人
無
く 

只
た
高
臥
す
、
一
双
の
白
鳥 

紗
廚
を
隔
つ
」。　

○
晴
煙　

晴
れ
た
日
の
春
霞
。
琵
琶
湖
の
水

蒸
気
が
霞
と
な
っ
た
。「
煙
」
は
、
靄も

や
や
霞
な
ど
の
水
蒸
気
を
指
し
、
け
む
り
の
こ
と
で
は
な
い
。　

○
払
曲
欄　

枝
垂
れ
柳
の
枝
が

風
に
揺
ら
れ
て
、
曲
が
っ
た
手
す
り
に
当
た
る
様
子
を
こ
う
表
現
し
た
。
溫
庭
筠
「
春
愁
曲
」
に
「
柳
は
赤
欄
を
払
ひ
て 

纖
草
長

し
」。　

○
孤
亭　

ぽ
つ
ん
と
た
た
ず
む
亭
榭
。　

○
瀟
灑　

俗
っ
ぽ
く
な
く
、
こ
ざ
っ
ぱ
り
と
し
て
、
洗
練
さ
れ
て
い
る
様
子
。
白

居
易
「
徴
秋
税
畢
題
郡
南
亭
」
に
「
南
亭 

日
び
瀟
灑
た
り
、
偃え

ん
臥が

し
て 
疎
頑
を

恣
ほ
し
い
ま
ま

に
す
」。　

○
俯　

見
下
ろ
す
。
俯
瞰
す
る
。

清
暉
亭
が
見
晴
ら
し
の
よ
い
高
み
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。　

○
湖
光　

夕
陽
に
輝
く
湖
面
。　

○
敞　

広
々
と
し
て
遮
る
も
の
が

な
い
様
子
。
清
暉
亭
か
ら
の
眺
望
は
、
湖
面
に
沈
み
で
ゆ
く
夕
陽
の
広
大
な
パ
ノ
ラ
マ
が
展
開
さ
れ
た
の
で
あ
る
。　

○
十
丈
紅
塵　
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十
丈
も
の
塵
埃
が
巻
き
起
こ
る
繁
華
の
地
。「
一
丈
」
は
、
時
代
に
よ
っ
て
若
干
異
な
る
が
、
お
よ
そ
三
メ
ー
ト
ル
。「
紅
塵
」
は
、
車

馬
が
起
こ
す
塵
や
土
埃
の
こ
と
。
陸
游
「
題
橋
南
堂
図
」
に
「
道
上
の
紅
塵 

高
さ
十
丈
」
と
あ
る
よ
う
に
、
詩
歌
で
し
ば
し
ば
用
い

ら
れ
る
誇
張
表
現
。　

○
一
双　

一
対
の
。
黄
順
之
「
題
岩
礱
寺
」（『
聯
珠
詩
格
』）
に
「
日
暮 

渓
深
く
し
て 

人 

渡
ら
ず
、
一
双
の

白
鳥 
林
に
傍そ

う
て
帰
る
」。　

○
白
鳥　

こ
こ
で
は
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
を
指
す
。
冬
～
初
春
に
か
け
て
北
方
よ
り
飛
来
し
、
琵
琶
湖
で
越

冬
す
る
渡
り
鳥
。
カ
モ
メ
や
ハ
ク
チ
ョ
ウ
な
ど
の
水
鳥
が
人
間
を
恐
れ
な
い
の
は
、
そ
の
人
間
の
心
に
邪
念
が
な
い
こ
と
を
表
す
。
い

わ
ゆ
る
「
海
翁
好
鷗
」（『
列
子
』
黄
帝
）
を
意
識
し
た
措
辞
。　

○
詡　

ほ
こ
る
。　

○
清
福　

俗
気
が
な
く
、
閑
雅
な
状
態
で
い
ら

れ
る
幸
福
。　

○
仙
家　

仙
人
の
住す

み
か処

。

【�

通
釈
】　

春
霞
に
包
ま
れ
た
枝
垂
れ
柳
が
曲
が
っ
た
欄
干
を
払
っ
て
い
る
。
ぽ
つ
ん
と
た
た
ず
む
こ
の
清
暉
亭
は
、
こ
ざ
っ
ぱ
り
と
し

て
入
り
込
ん
だ
砂
浜
を
見
下
ろ
し
て
い
る
。
湖
の
内
も
外
も
ひ
ろ
び
ろ
と
し
て
夕
陽
に
照
り
輝
き
、
山
は
高
き
も
低
き
も
ま
だ
ら
の
雪

に
彩
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
い
れ
ば
、
繁
華
の
地
な
ど
夢
見
る
こ
と
さ
え
な
く
、
一
対
の
白
鳥
が
人
間
の
そ
ば
を
ゆ
っ
た
り
と
泳
い
で

い
る
。
閑
寂
さ
に
ひ
た
れ
る
よ
ろ
こ
び
に
た
だ
た
だ
得
意
に
な
っ
て
、
仙
人
の
住
処
で
さ
え
も
こ
こ
に
は
勝
る
ま
い
と
思
わ
れ
る
ば
か

り
で
あ
る
。

【�

余
説
】　

大
沼
枕
山
は
、
本
詩
に
対
し
て
、「
終
篇
不
細
鎖
、
自
是
大
家
之
筆
（
終
篇 

細
鎖
な
ら
ず
、
自

お
の
づ
か

ら
是こ

れ
大
家
の
筆
な
り
）」

と
評
し
て
い
る
。
繊
弱
に
堕
せ
ず
、
重
厚
な
寄
題
の
作
た
り
え
て
い
る
こ
と
を
称
し
た
の
で
あ
る
。
小
野
湖
山
は
、「
居
然
星
翁
中
年

風
格
（
居
然
と
し
て
星
翁
中
年
の
風
格
な
り
）」
と
評
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
二
〇
歳
そ
こ
そ
こ
の
黄
石
が
す
で
に
星
巌
中
年
の
円
熟
味

を
有
し
て
い
る
と
い
っ
た
も
の
。
両
者
と
も
に
、
黄
石
が
青
年
時
代
よ
り
大
人
び
た
作
風
に
至
っ
て
い
た
と
の
見
解
を
呈
し
て
い
る
。

　

�　

本
詩
は
、
星
巌
と
の
関
わ
り
を
有
す
る
、
黄
石
の
作
品
と
し
て
は
、
も
っ
と
も
初
期
の
作
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
う
い
う
こ
と
も
あ
っ

て
か
、
星
巌
門
下
生
の
詩
作
を
収
録
し
た
『
玉
池
吟
社
詩
』
の
巻
頭
に
据
え
ら
れ
て
い
る
。
例
に
よ
っ
て
文
字
に
異
同
が
見
ら
れ
る
の
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で
、
以
下
に
掲
げ
て
お
く
。

　
　

１　

千
里
風

0

0

0

煙
湖
上
山

0

0

0

→
柳
罩
晴

0

0

0

煙
払
曲
欄

0

0

0

0

　
　

２　

孤
亭
晴
枕
緑
楊

0

0

0

0

湾
→
孤
亭
瀟
灑
俯
沙

0

0

0

0

湾

　
　

７　

便0

応
自0

詡
多
清
福
→
只0

応
便0

詡
多
清
福

０
０
０
５
春
日
感
懐
二
首
（
春
日
感
懐
二
首
）

　

滾
滾
街
塵
漲
軟
紅　
　

滾こ
ん

滾こ
ん

た
る
街が

い
塵じ

ん 

軟な
ん

紅こ
う

を
漲み

な
ぎ

ら
せ

　

奔
車
走
馬
漫
西
東　
　

奔
車 
走
馬 
漫ま

ん
に
西
東

　

豈
能
掉
舌
為
楼
護　
　

豈あ

に
能よ

く 
舌
を
掉ふ

る
ひ
て 

楼ろ
う

護ご

と
為な

ら
ん
や

　

且
擬
回
心
学
塞
翁　
　

且し
ば
ら

く
擬ぎ

す 

心
を
回め

ぐ
ら
せ
て 

塞さ
い

翁お
う

を
学ま

な
ば
ん
と

　

閲
易
夜
聴
春
館
雨　
　

易え
き

を
閲け

み
し
て 

夜
に
聴
く 
春
館
の
雨

　

齅
花
暁
立
古
堤
風　
　

花
を
齅か

ぎ
て 

暁
に
立
つ 
古
堤
の
風

　

此
生
未
是
全
無
事　
　

此こ

の
生 

未い
ま

だ
是
れ 

全
く
は
無
事
な
ら
ず

　

愧
爾
沙
辺
水
勃
公　
　

愧は

づ 

爾な
ん
ぢ 

沙
辺
の
水す

い
勃ぼ

つ
公こ

う

　
　
　
　

七
言
律
詩　

韻
字　

紅
・
東
・
翁
・
風
・
公
（
上
平
声
一
東
）

【�

題
意
】　

春
の
日
の
感
慨
を
詠
じ
た
作
品
。
天
保
年
間
の
作
。
弁
舌
の
才
を
振
る
っ
て
権
力
者
に
取
り
入
る
こ
と
も
で
き
な
い
性
分
ゆ

え
に
、
い
っ
そ
の
こ
と
世
俗
の
栄
達
を
諦
め
、
無
為
自
然
の
境
地
に
達
し
た
い
と
念
じ
る
も
の
の
、
そ
れ
も
果
た
せ
ず
、
身
の
振
り
方

に
思
い
悩
む
、
苦
し
い
胸
の
内
を
歌
っ
た
。
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【�

語
釈
】　

○
滾
滾　

よ
ど
み
な
く
、
次
か
ら
次
へ
と
発
生
す
る
様
。　

○
軟
紅　

舞
い
上
が
る
塵
。
都
会
の
繁
華
を
い
う
語
。
こ
こ
で

は
、
彦
根
の
城
下
町
を
指
す
。　

○
奔
車
走
馬　

走
り
回
る
車
と
馬
。
都
会
の
雑
踏
を
い
う
。
陶
淵
明
「
飲
酒
二
十
首
（
五
）」（『
古

文
真
宝
』
前
集
）
に
「
廬い

ほ
り

を
結
び
て
人
境
に
在
り
、
而し

か
も
車
馬
の
喧か

ま
び

し
き
無
し
」。　

○
漫
西
東　

む
や
み
に
西
へ
東
へ
と
往
来
す

る
。「
漫
」
は
、
無
意
味
に
、
す
ず
ろ
に
。　

○
掉
舌　

弁
舌
さ
わ
や
か
に
話
す
こ
と
。
ま
た
、
権
力
者
に
遊
説
し
て
ま
わ
る
こ
と
。　

○
楼
護　

前
漢
の
游
俠
の
徒
。
弁
舌
の
才
に
す
ぐ
れ
、
各
地
の
有
力
者
は
こ
ぞ
っ
て
交
わ
り
を
結
ぼ
う
と
競
い
合
っ
た
ほ
ど
で
、
当

時
、
長
安
で
は
「
谷
子
雲
の
筆
札
、
楼
君
卿
の
唇
舌
」（『
漢
書
』
游
侠
伝
）
と
称
さ
れ
た
（「
君
卿
」
は
楼
護
の
字
）。　

○
且
擬　

と

り
あ
ず
…
…
し
よ
う
と
す
る
。　

○
回
心　

心
を
変
え
る
。
気
持
ち
を
改
め
る
。　

○
塞
翁　

中
国
北
辺
に
住
ま
う
老
人
。
幸
不
幸
は

予
測
で
き
な
い
の
で
、
一
喜
一
憂
す
る
に
は
及
ば
な
い
と
い
う
「
人
間 

万
事
塞
翁
が
馬
」（『
淮
南
子
』
人
間
訓
）
の
故
事
に
拠
る
。　

○
易　
『
易
経
』。
五
経
の
一
で
、
占
い
の
書
。
未
来
が
ど
う
な
る
か
見
通
せ
な
い
の
で
、
占
い
の
書
に
頼
ろ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。　

○
未
全　

い
ま
だ
す
べ
て
が
…
…
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
、
の
意
。
部
分
否
定
を
表
す
。　

○
無
事　

何
事
か
を
な
そ
う
と
し
な
い
。

無
為
。
こ
と
さ
ら
に
た
く
ら
む
こ
と
を
戒
め
、
あ
り
の
ま
ま
の
自
然
な
状
態
を
重
ん
じ
た
道
家
思
想
に
お
い
て
、
理
想
と
さ
れ
る
境

地
。　

○
愧
爾　

あ
な
た
に
対
し
て
恥
ず
か
し
い
、
の
意
。
高
適
「
人
日
寄
杜
二
拾
遺
」（『
唐
詩
選
』）
に
「
愧は

づ 

爾な
ん
ぢ 

東
西
南
北
の

人
」。　

○
水
勃
公　

水
鳥
の
名
。
陸
亀
蒙
「
和
襲
美
松
江
早
春
」
に
「
一
生 

無
事
に
し
て 

煙
波
足
る
、
唯
だ
沙
辺
の
水
勃
公
有
る

の
み
」
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
、
自
分
は
い
ま
だ
「
無
事
」
で
は
な
い
の
で
、「
水
勃
公
」
に
対
し
て
恥
ず
か
し
い
と
い
っ
た
。『
列
子
』

黄
帝
に
見
え
る
、
カ
モ
メ
と
戯
れ
た
青
年
の
話
以
来
、
水
鳥
は
隠
逸
を
象
徴
す
る
生
物
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

【�

通
釈
】　

絶
え
間
な
く
舞
い
上
が
る
土
埃
が
繁
華
の
地
に
立
ち
籠
め
、
車
馬
は
む
や
み
に
西
へ
東
へ
と
往
来
す
る
。
弁
舌
を
振
る
っ
て
、

権
力
者
に
か
わ
い
が
ら
れ
た
と
い
う
、
楼
護
に
な
ど
な
れ
よ
う
は
ず
も
な
く
、
ま
ず
は
心
を
入
れ
替
え
、
目
先
の
幸
不
幸
に
と
ら
わ
れ

な
か
っ
た
と
い
う
、
あ
の
塞
翁
で
も
見
習
う
こ
と
に
し
よ
う
。『
易
経
』
を
手
に
取
っ
て
、
身
の
振
り
方
を
あ
れ
こ
れ
思
い
悩
ん
だ
ま
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ま
夜
を
迎
え
る
と
、
折
し
も
降
り
は
じ
め
た
春
雨
の
音
に
耳
を
澄
ま
す
。
明
け
方
に
な
る
と
、
花
の
香
り
を
嗅
い
で
は
、
風
に
吹
か
れ

な
が
ら
古
い
土
手
を
行
く
。
わ
が
処
世
は
い
ま
だ
完
全
に
は
無
為
自
然
と
は
い
え
な
い
状
態
に
あ
る
か
ら
、
悠
々
た
る
砂
辺
の
水
鳥

よ
、
あ
な
た
に
対
し
て
恥
ず
か
し
い
か
ぎ
り
で
あ
る
。

【�

余
説
】　

こ
の
作
で
も
、
世
俗
に
背
を
向
け
て
、
隠
逸
の
境
地
を
志
向
す
る
姿
勢
が
う
か
が
え
る
。
し
か
し
、
思
い
切
っ
て
、
藩
士
を

辞
す
る
こ
と
も
で
き
か
ね
る
自
身
の
優
柔
不
断
ぶ
り
に
忸
怩
た
る
思
い
を
抱
え
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　
　

な
お
、『
玉
池
吟
社
詩
』
と
比
較
す
る
と
、
次
の
三
箇
所
に
異
同
が
見
ら
れ
る
。

　
　

１　

袞
袞

0

0

街
塵
漲
軟
紅
→
滾
滾

0

0

街
塵
漲
軟
紅

　
　

６　

齅
花
暁
立
古
隄0

風
→
齅
花
暁
立
古
堤0

風

　
　

７　

餘0

生
未
是
全
無
事
→
此0

生
未
是
全
無
事

０
０
０
６
（
其
二
）

　

此
心
久
与
世
相
違　
　

此こ

の
心 

久
し
く
世
と
相あ

ひ
違た

が
ふ

　

壹
鬱
春
襟
説
向
誰　
　

壹い
つ

鬱う
つ

た
る
春し

ゅ
ん

襟き
ん 

誰た
れ

に
か
説と

か
ん

　

百
舌
鳥
嘩
争
暖
樹　
　

百ひ
ゃ
く

舌ぜ
つ

の
鳥
は
嘩

か
ま
び
す

し
く
し
て 

暖だ
ん

樹じ
ゅ

を
争
ひ

　

一
枝
花
痩
傍
疎
籬　
　

一
枝
の
花
は
痩や

せ
て 

疎そ

籬り

に
傍そ

ふ

　

廟
堂
無
路
薦
周
頌　
　

廟び
ょ
う

堂ど
う 

路み
ち

無
し 

周し
ゅ
う

頌し
ょ
う

を
薦す

す
む
る
に

　

痛
飲
且
須
歌
楚
辞　
　

痛
飲 

且し
ば
ら

く
須

す
べ
か
ら

く
楚
辞
を
歌
ふ
べ
し

　

幾
度
臨
流
弔
孤
影　
　

幾い
く

度た
び

か 

流
れ
に
臨
み
て 

孤
影
を
弔と

む
ら

ふ



明治大学教養論集　通巻 565 号（2022・9） 98

　

不
堪
懐
古
涙
連
洏　
　

堪た

へ
ず 

古い
に
し

へ
を
懐お

も
ひ
て 

涙 

連れ
ん

洏じ

た
る
に

　
　
　
　

七
言
律
詩　

韻
字　

違
・
誰
・
籬
・
辞
・
洏
（
上
平
声
四
支
）

【�
題
意
】　

連
作
の
二
首
目
。
一
首
目
に
続
い
て
、
春
愁
を
か
こ
っ
た
作
だ
が
、
後
半
に
お
い
て
屈
原
の
面
影
を
点
綴
す
る
。
讒
言
に
よ

っ
て
君
主
に
疎
ん
じ
ら
れ
た
屈
原
を
持
ち
出
し
た
あ
た
り
、
単
な
る
春
愁
を
詠
じ
た
の
で
は
な
く
、
彦
根
藩
内
で
意
を
得
ら
れ
な
か
っ

た
た
め
に
憂
鬱
な
思
い
を
抱
い
て
い
た
こ
と
を
想
像
さ
せ
る
。

【�

語
釈
】　

○
世
相
違　

世
俗
と
背
き
合
っ
て
い
る
。
杜
甫
「
曲
江
対
酒
」（『
唐
詩
選
』）
に
「
縱
飲 

久
し
く
拚は

ん
し
て 

人 

共と
も

に
棄
て
、

懶
朝 

真
に
世
と
相
違
ふ
」。　

○
壹
鬱　

憂
い
い
き
ど
お
る
様
。
賈
誼
「
弔
屈
原
賦
」（『
古
文
真
宝
』
後
集
）
に
「
子し 

独ひ
と

り
壹い

つ

鬱う
つ

と

し
て 

其そ

れ
誰た

れ
に
か
語か

た
ら
ん
」。　

○
春
襟　

春
の
日
の
感
慨
。
春
愁
。
崔
塗
「
鸚
鵡
洲
眺
望
」（『
三
体
詩
』）
に
「
悵
と
し
て
望
め
ば 

春
襟 

鬱
と
し
て
未
だ
開
か
ず
」。　

○
向　

方
向
を
表
す
助
字
。「
於
」
に
同
じ
。　

○
百
舌
鳥　

モ
ズ
。
モ
ズ
は
早
春
よ
り
求
愛
行

動
の
一
と
し
て
盛
ん
に
啼
き
だ
す
。　

○
争
暖
樹　

陽
光
の
当
た
る
暖
か
い
樹
木
に
陣
取
ろ
う
と
争
う
こ
と
。
白
居
易
「
銭
唐
湖
春

行
」
に
「
幾
処
の
早
鶯 

暖
樹
を
争
ふ
」。「
伐
木
」（『
詩
経
』
小
雅
）
以
来
、
樹
に
止
ま
り
、
鳴
き
交
わ
す
鳥
た
ち
の
姿
は
友
情
を
象

徴
す
る
が
、
こ
こ
で
は
、
群
れ
集
う
モ
ズ
が
「
暖
樹
」
を
争
っ
て
い
る
と
す
る
こ
と
で
、
仲
間
同
士
で
か
し
ま
し
く
争
っ
て
い
る
俗
人

の
様
子
を
示
し
て
い
る
。　

○
疎
籬　

す
き
ま
の
多
い
垣
根
。
疎
籬
に
ひ
っ
そ
り
と
咲
く
、
痩
せ
衰
え
た
一
本
の
花
は
、
黄
石
そ
の
人

を
暗
示
す
る
。　

○
廟
堂　

大
廟
の
殿
堂
。
転
じ
て
、
朝
廷
を
指
す
。
こ
こ
で
は
、
皇
室
の
こ
と
を
い
う
。　

○
周
頌　
『
詩
経
』
三

頌
の
一
。
周
王
朝
の
祖
廟
を
祀
っ
た
楽
章
。
転
じ
て
、
朝
廷
の
頌
歌
を
い
う
。
こ
こ
で
は
、
皇
室
へ
の
熱
誠
が
込
め
ら
れ
た
詩
歌
の
こ

と
。　

○
且
須　

一
時
的
に
で
も
…
…
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
皇
室
へ
の
賛
歌
を
捧
げ
る
手
段
が
な
い
の
で
、
一
時
的
に
『
楚
辞
』

を
詠
じ
て
、
慰
め
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
李
白
「
将
進
酒
」（『
古
文
真
宝
』
前
集
）
に
「
主
人 

何な
ん

為す

れ
ぞ 

銭せ
ん

少す
く
な

し
と
言
は
ん
。

且し
ば
ら

く
須

す
べ
か
ら

く
酒
を
沽か

ひ
て
君
に
対
し
て
酌く

ま
ん
」。　

○
楚
辞　

戦
国
楚
の
屈
原
ら
の
作
品
を
収
め
た
総
集
。
忠
を
尽
く
し
た
に
も
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か
か
わ
ら
ず
、
讒
言
に
よ
っ
て
、
朝
廷
を
逐
わ
れ
、
汨
羅
に
投
死
し
た
屈
原
の
憂
愁
の
念
に
満
ち
た
作
が
多
い
。　

○
臨
流　

川
の
流

れ
に
向
き
合
う
。
こ
こ
で
は
、
芹
川
の
こ
と
を
指
す
か
。
屈
原
「
九
章
（
四
）」（『
楚
辞
』）
に
「
流
水
に
臨
み
て
太
息
す
」。　

○
弔

孤
影　

自
身
の
孤
独
な
影
法
師
を
自
分
で
慰
め
る
こ
と
だ
が
、
こ
こ
で
は
川
面
に
映
っ
た
自
身
の
姿
を
「
孤
影
」
と
い
っ
た
。
そ
の
上

で
、
こ
の
「
孤
影
」
に
汨
羅
で
投
死
し
た
屈
原
の
姿
を
重
ね
合
わ
せ
て
い
る
。
懐
王
に
忠
を
尽
く
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
疎
ん
じ
ら

れ
た
屈
原
に
自
己
投
影
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
白
居
易
「
晚
秋
夜
」
に
「
月
裏 

愁
人 

孤
影
を
弔
ふ
」。　

○
懐
古　

か
つ
て
の
出
来

事
を
思
い
返
す
こ
と
。
こ
こ
で
は
、
屈
原
の
入
水
を
い
う
。　

○
連
洏　

涙
を
流
す
様
。

【�

通
釈
】　

わ
が
心
は
長
ら
く
世
俗
と
相
容
れ
な
い
こ
と
だ
っ
た
。
こ
の
春
の
日
の
結
ぼ
れ
た
る
憂
い
の
情
を
誰
に
向
か
っ
て
吐
露
し
よ

う
か
。
モ
ズ
は
陽
の
当
た
る
樹
を
め
ぐ
っ
て
か
ま
び
す
し
く
啼
き
わ
め
い
て
い
る
が
、
一
枝
の
花
は
痩
せ
細
っ
て
、
ま
ば
ら
な
垣
根
の

そ
ば
で
咲
い
て
い
る
。
朝
廷
に
頌
歌
を
捧
げ
よ
う
に
も
そ
の
手
立
て
が
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
痛
飲
し
て
ひ
と
ま
ず
『
楚
辞
』
を
歌
っ
て

お
く
つ
も
り
だ
。
い
く
た
び
か
こ
の
川
の
流
れ
に
面
し
て
、
川
面
に
映
っ
た
自
身
の
姿
を
慰
め
て
い
る
が
、
か
つ
て
懐
王
に
忠
を
尽
く

す
も
報
い
ら
れ
ず
に
水
死
し
た
屈
原
を
思
え
ば
、
そ
れ
が
我
が
事
の
よ
う
な
気
が
し
て
涙
が
滂
沱
と
流
れ
て
く
る
の
に
は
た
え
ら
れ

な
い
。

【�

余
説
】　

黄
石
が
藩
内
で
意
を
得
ず
、
い
さ
さ
か
窮
屈
な
思
い
を
し
て
い
た
こ
と
を
想
像
さ
せ
る
一
首
。
か
れ
の
鬱
屈
の
詳
細
は
不
明

だ
が
、「
廟び

ょ
う

堂ど
う 

路み
ち

無
し 

周し
ゅ
う

頌し
ょ
う

を
薦す

す
む
る
に
」
と
い
う
嘆
声
か
ら
察
す
る
に
、
譜
代
大
名
の
筆
頭
た
る
彦
根
藩
内
で
は
、
朝
廷
に

対
す
る
黄
石
の
熱
誠
は
容
易
に
は
理
解
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　

な
お
、『
玉
池
吟
社
詩
』
と
比
較
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
異
同
が
見
ら
れ
る
。

　
　

３　

百
舌
鳥
喧0

争
暖
樹
→
百
舌
鳥
嘩0

争
暖
樹
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０
０
０
７
秋
夜
読
九
歌
（
秋
夜 

九
歌
を
読
む
）

　

奈
此
秋
風
蕭
索
何　
　

此こ

の
秋
風
の
蕭し

ょ
う

索さ
く

た
る
を
奈い

か
ん何

せ
ん

　

空
江
木
落
月
明
多　
　

空く
う

江こ
う 

木
落
ち
て 

月
明
多
し

　

時
清
那
用
懐
孤
憤　
　

時
清
け
れ
ば 

那な
ん

ぞ
用も

ち
ゐ
ん 

孤こ

憤ふ
ん

を
懐い

だ
く
を

　

宵
永
唯
宜
誦
九
歌　
　

宵よ
ひ

永な
が

け
れ
ば 

唯た

だ
宜よ

ろ
し 

九
歌
を
誦し

ょ
う

す
る
に

　

楓
樹
夜
猿
悲
欲
断　
　

楓ふ
う

樹じ
ゅ 

夜や

猿え
ん 

悲
し
み
て 

断た

た
ん
と
欲
し

　

女
蘿
山
鬼
語
相
和　
　

女じ
ょ

蘿ら 

山さ
ん

鬼き 

語
り
て 

相あ
ひ

和わ

す

　

五
更
捲
巻
恍
無
寐　
　

五
更 
巻
を
捲ま

く
も 

恍こ
う

と
し
て
寐い

ぬ
る
無
し

　

心
遠
天
南
湘
水
波　
　

心
は
遠
し 
天
南 

湘
水
の
波

　
　
　
　

七
言
律
詩　

韻
字　

何
・
多
・
歌
・
和
・
波
（
下
平
声
五
歌
）

【�

題
意
】　

天
保
年
間
の
秋
の
作
。
秋
夜
、
屈
原
の
「
九
歌
」（『
楚
辞
』）
を
読
ん
で
詠
じ
た
作
。
前
作
に
続
い
て
『
楚
辞
』
が
登
場
す

る
。
こ
の
こ
ろ
黄
石
に
と
っ
て
、『
楚
辞
』
は
座
右
の
書
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

【�

語
釈
】　

○
奈
…
…
何　

…
…
を
ど
う
し
よ
う
か
。
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。
手
段
の
疑
問
詞
だ
が
、
し
ば
し
ば
反
語
と
な
る
。　

○
蕭

索　

蕭
条
と
し
て
物
寂
し
い
様
。
王
維
「
戯
贈
張
五
弟
諲
三
首
（
二
）」
に
「
秋
風 

自
ら
蕭
索
た
り
、
五
柳 

高
く
且
つ
疎
な
り
」。　

○
空
江　

広
々
と
し
て
静
か
に
澄
み
切
っ
た
川
。
賈
島
「
早
秋
寄
題
天
竺
霊
隠
寺
」
に
「
山
鐘 

夜
に
渡
る 

空
江
の
水
」。　

○
木
落　

木
々
の
葉
が
落
ち
る
こ
と
。
陸
游
「
小
江
」
に
「
木
落
ち
て 

月
明
多
し
」。　

○
時
清　

世
の
中
が
治
ま
っ
て
い
る
。
杜
甫
「
峽
口
二

首
（
二
）」
に
「
時
清
け
れ
ば 

関 

険
を
失
し
、
世
乱
る
れ
ば 

戟 

林
の
如
し
」。　

○
孤
憤　

廉
直
の
臣
下
が
佞
臣
に
よ
っ
て
意
を
得

ら
れ
な
い
た
め
に
抱
く
い
き
ど
お
り
。
こ
れ
は
奸
臣
に
よ
っ
て
忠
義
を
ま
っ
と
う
で
き
ず
、
独
り
憤
懣
を
抱
え
る
と
こ
ろ
か
ら
命
名
さ
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れ
た
『
韓
非
子
』
の
篇
名
で
も
あ
る
。「
九
歌
」
と
対
を
構
成
す
る
た
め
の
措
辞
。　

○
宵
永　

秋
の
夜
永
。　

○
九
歌　

屈
原
の
作

と
さ
れ
る
「
東
皇
太
一
」「
雲
中
君
」「
湘
君
」「
湘
夫
人
」「
大
司
命
」「
少
司
命
」「
東
君
」「
河
伯
」「
山
鬼
」「
国
殤
」「
礼
魂
」
の

一
一
篇
の
総
称
。
い
ず
れ
も
『
楚
辞
』
に
収
録
。　

○
夜
猿　

夜
に
啼
く
猿
。
屈
原
「
山
鬼
」（『
楚
辞
』
九
歌
）
に
「
猿 

啾
啾
と
し

て 

又ゆ
う

（
猿
の
一
種
）
夜
鳴
く
」。　

○
欲
断　

は
ら
わ
た
が
ち
ぎ
れ
ん
と
す
る
。
子
猿
を
奪
わ
れ
た
母
猿
が
悲
し
み
の
あ
ま
り
は
ら
わ

た
が
ち
ぎ
れ
て
息
絶
え
た
と
い
う
『
世
説
新
語
』
黜
免
に
由
来
す
る
表
現
。
爾
来
、
猿
声
は
悲
し
み
を
か
き
立
て
る
も
の
と
し
て
用
い

ら
れ
る
。　

○
女
蘿
山
鬼　

ヒ
カ
ゲ
ノ
カ
ズ
ラ
で
編
ん
だ
帯
を
着
た
、
山
中
に
住
む
女
の
神
。
屈
原
の
「
山
鬼
」（『
楚
辞
』
九
歌
）
に

「
人
有
る
が
若ご

と
し 

山
の
阿く

ま
、
薜へ

い

苓れ
い

を
被き

て
女
蘿
を
帯お

び
と
す
」。
な
お
、
頸
聯
は
、
李
商
隠
「
楚
宮
」
に
見
え
る
「
楓
樹 

夜
猿 

愁
ひ
て

自
ら
断
た
れ
、
女
蘿 

山
鬼 
語
り
て
相あ

ひ
邀む

か
ふ
」
の
一
聯
を
踏
襲
し
た
。　

○
五
更　

一
夜
を
五
分
し
た
最
後
の
時
刻
で
、
午
前
二
時
半

～
五
時
頃
を
指
す
。　

○
捲
巻　

書
巻
を
捲
き
収
め
る
。
読
み
終
え
る
。　

○
恍　

茫
然
と
し
た
様
。　

○
心
遠　

気
持
ち
が
俗
界
を

離
れ
、『
楚
辞
』
九
歌
の
世
界
に
あ
く
が
れ
出
づ
る
こ
と
。
陶
淵
明
「
飲
酒
二
十
首
（
五
）」（『
古
文
真
宝
』
前
集
）
に
「
心
遠
け
れ
ば 

地 

自
ら
偏
な
り
」。　

○
天
南　

楚
の
位
置
す
る
南
方
の
地
の
こ
と
。　

○
湘
水　

湖
南
省
最
大
の
川
で
、
長
江
の
支
流
の
一
、
湘

江
。「
九
歌
」
に
は
、
湘
江
の
男
神
・
女
神
を
詠
じ
た
「
湘
君
」「
湘
夫
人
」
の
二
作
が
そ
な
わ
る
。
ま
た
、
屈
原
は
湘
江
の
支
流
の
汨

羅
に
投
死
し
た
。

【�

通
釈
】　

こ
の
秋
風
の
わ
び
し
さ
を
ど
う
し
た
も
の
か
。
澄
み
切
っ
た
水
に
木
々
の
葉
は
落
ち
て
、
月
明
か
り
が
盛
ん
に
降
り
注
い
で

い
る
。
治
ま
れ
る
御
代
な
ら
ば
、
報
い
ら
れ
な
い
忠
義
の
た
め
に
独
り
憤
懣
を
抱
く
は
ず
も
な
く
、
秋
の
夜
永
に
は
た
だ
『
楚
辞
』
の

「
九
歌
」
を
口
ず
さ
む
に
う
っ
て
つ
け
だ
。
楓
樹
か
ら
は
夜
猿
の
も
の
悲
し
い
啼
き
声
が
し
て
、
は
ら
わ
た
を
ち
ぎ
ら
ん
ば
か
り
だ
が
、

ヒ
カ
ゲ
ノ
カ
ズ
ラ
で
編
ん
だ
帯
を
着
た
、
山
の
女
神
が
語
り
か
け
て
和
ま
せ
て
く
れ
る
。
真
夜
中
を
過
ぎ
て
読
み
終
わ
っ
た
が
、
茫
然

と
し
て
眠
ろ
う
と
も
思
わ
な
い
。
心
は
は
る
か
南
方
、
楚
の
湘
江
の
波
間
に
あ
く
が
れ
出
て
い
る
の
で
あ
る
。
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【�

余
説
】　

頷
聯
に
見
え
る
『
韓
非
子
』
孤
憤
篇
と
は
、
清
廉
な
臣
下
は
必
然
的
に
佞
臣
に
よ
っ
て
排
除
さ
れ
、
虐
げ
ら
れ
る
に
至
る
こ

と
を
説
い
た
も
の
。
ま
た
、『
楚
辞
』
九
歌
と
は
、
王
逸
に
よ
れ
ば
、
屈
原
が
神
々
に
対
す
る
敬
慕
の
念
を
詠
じ
な
が
ら
も
、
忠
義
が

報
い
ら
れ
ず
、
讒
言
に
よ
っ
て
放
逐
さ
れ
た
自
身
の
憤
懣
を
込
め
た
と
さ
れ
る
。
黄
石
が
こ
う
し
た
書
物
に
共
鳴
し
て
い
た
と
い
う
こ

と
は
、
当
時
、
黄
石
が
藩
主
や
重
役
に
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
孤
立
し
て
い
た
事
情
を
う
か
が
わ
せ
る
。

　

�　

大
沼
枕
山
は
「
元
人
雲
中
君
之
詩
、
短
古
古
雅
、
多
気
韻
。
此
首
律
而
似
之
（
元
人
の
雲
中
君
の
詩
、
短
古 

古
雅
に
し
て
、
気
韻

多
し
。
此
の
首
は
律
に
し
て
之
に
似
た
り
）」
と
評
し
て
い
る
。「
雲
中
君
」
は
「
九
歌
」
の
一
だ
が
、
元
代
の
詩
人
に
同
題
の
作
が
短

篇
の
古
体
詩
と
し
て
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
黄
石
の
作
は
七
律
で
詩
体
は
異
な
る
の
だ
が
、
こ
れ
と
よ
く
似
て
い
る
と
い
う
。

　

�　

小
野
湖
山
は
「
前
後
五
律
、
刻
在
玉
池
唫
社
集
中
。
余
毎
為
後
進
誦
之
、
称
其
巧
練
也
（
前
後
の
五
律
、
刻
し
て
玉
池
唫
社
集
中
に

在
り
。
余 

毎つ
ね

に
後
進
の
為た

め
に
之
を
誦
し
、
其そ

の
巧
練
を
称
す
る
な
り
）」
と
評
し
て
い
る
。
０
０
０
４
詩
か
ら
０
０
０
８
詩
ま
で
の
七

律
五
首
が
『
玉
池
吟
社
詩
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
湖
山
は
常
日
頃
こ
れ
ら
を
後
進
の
た
め
に
誦
し
て
、
そ
の
技
巧
を
褒
め
て
い
た

と
い
う
。
な
お
、『
玉
池
吟
社
詩
』
と
比
較
す
る
と
、
本
作
に
は
次
の
よ
う
な
文
字
の
異
同
が
見
ら
れ
る
。

　
　

３　

時
清
何0

用
懐
孤
憤
→
時
清
那0

用
懐
孤
憤

　
　

４　

宵
永
惟0

宜
誦
九
歌
→
宵
永
唯0

宜
誦
九
歌

　
　

７　

五
更
掩0

巻
恍
無
寐
→
五
更
捲0

巻
恍
無
寐

０
０
０
８
五
山
翁
見
訪
喜
而
賦
呈
（
五
山
翁 

訪お
と
な

は
る
。
喜
び
て
賦
し
呈
す
）

　

疎
竹
蕭
騒
檐
溜
鳴　
　

疎そ

竹ち
く 

蕭し
ょ
う

騒そ
う

と
し
て 

檐え
ん

溜り
ゅ
う

鳴
る

　

半
宵
和
雨
話
平
生　
　

半は
ん

宵し
ょ
う 

雨
に
和わ

し
て 

平へ
い

生ぜ
い

を
話わ

す
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床
頭
潤
透
秋
絃
漫　
　

床し
ょ
う

頭と
う 

潤う
る
ほ

ひ
透と

ほ
り
て 

秋し
ゅ
う

絃げ
ん

漫
た
り

　

窓
隙
風
穿
夜
燭
驚　
　

窓そ
う

隙げ
き 

風
穿
ち
て 

夜や

燭し
ょ
く

驚お
ど
ろ

く

　

四
海
名
流
才
屈
指　
　

四
海
の
名
流 

才わ
づ

か
に
指
を
屈
し

　

三
盃
濁
酒
且
伸
情　
　

三
盃
の
濁だ

く
酒し

ゅ 

且し
ば
ら

く
情
を
伸の

ば
す

　

自
嗟
短
翼
無
風
力　
　

自み
づ
か

ら
嗟な

げ
く 

短た
ん

翼よ
く 

風
力
無
き
を

　

欲
就
雲
鵬
学
化
成　
　

雲う
ん

鵬ぽ
う

に
就つ

き
て
化か

成せ
い

を
学ま

な
ば
ん
と
欲
す

　
　
　
　

七
言
律
詩　

韻
字　

鳴
・
生
・
驚
・
情
・
成
（
下
平
声
八
庚
）

【�

題
意
】　

菊
池
五
山
が
黄
石
の
宅
を
訪
問
し
た
と
き
の
作
。
五
山
は
、
天
保
二
年
一
月
に
彦
根
を
訪
れ
て
い
る
が
、
作
中
に
「
秋
絃
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
天
保
二
年
秋
の
作
と
考
え
ら
れ
る
。
江
戸
詩
壇
で
活
躍
す
る
五
山
の
驥
尾
に
付
し
て
、
詩
人
と
し
て
飛
躍
し
た
い

と
の
志
が
う
か
が
え
る
。

【�

語
釈
】　

○
蕭
騒　

風
が
樹
木
を
吹
く
音
の
形
容
。　

○
檐
溜　

軒
先
か
ら
し
た
た
り
落
ち
る
雨
だ
れ
。　

○
半
宵　

夜
中
。　

○
床

頭　

座
布
団
の
あ
た
り
。「
床
」
は
、
こ
こ
で
は
敷
物
の
類
い
を
い
う
で
あ
ろ
う
。「
頭
」
は
そ
の
あ
た
り
一
帯
を
漠
然
と
指
す
。　

○
潤
透　

雨
で
じ
っ
と
り
と
湿
り
気
を
帯
び
る
こ
と
。　

○
秋
絃
漫　

秋
に
奏
で
ら
れ
る
三
味
線
の
音
が
あ
た
り
に
響
い
て
い
る
こ

と
。「
漫
」
は
、
広
く
行
き
渡
っ
て
い
る
様
。　

○
四
海　

全
国
。　

○
三
盃
濁
酒　

三
杯
の
ど
ぶ
ろ
く
。
朱
熹
「
酔
下
祝
融
峰
作
」

に
「
濁
酒 

三
杯　

豪
気
発
す
」。　

○
風
力　

風
量
の
こ
と
だ
が
、
能
力
・
気
概
の
意
を
含
む
。　

○
雲
鵬　

雲
間
を
飛
翔
す
る
大
鵬

（
伝
説
上
の
巨
鳥
）。　

○
化
成　

姿
を
変
え
て
、
進
化
す
る
こ
と
。『
荘
子
』
逍
遙
遊
で
は
、
鵬
は
鯤
（
伝
説
上
の
巨
大
な
魚
）
が
変

化
し
て
成
っ
た
も
の
と
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、「
雲
鵬
」
の
如
き
五
山
に
付
き
従
っ
て
、
大
詩
人
に
変
化
を
遂
げ
た
い
、
と
い
う
こ
と
。

【�

通
釈
】　

ま
ば
ら
に
生
え
た
竹
は
さ
わ
さ
わ
と
風
に
吹
か
れ
、
軒
先
か
ら
は
雨
だ
れ
の
し
た
た
る
音
が
鳴
っ
て
い
る
。
夜
半
ま
で
、
雨
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音
に
包
ま
れ
な
が
ら
、
五
山
翁
と
近
況
を
語
り
合
う
。
座
布
団
ま
で
湿
り
気
を
帯
び
る
な
か
、
秋
の
夜
を
三
味
線
の
音
色
が
冴
え
渡

る
。
風
が
窓
の
隙
間
か
ら
吹
き
込
ん
で
、
蝋
燭
の
火
が
驚
い
た
よ
う
に
ゆ
ら
ゆ
ら
と
ゆ
れ
る
夜
更
け
。
天
下
の
名
流
な
ど
か
ろ
う
じ
て

指
を
屈
す
る
ぐ
ら
い
の
少
な
い
も
の
だ
が
、
そ
の
う
ち
の
一
人
で
あ
る
五
山
翁
と
と
も
に
ど
ぶ
ろ
く
を
何
度
も
傾
け
て
、
束
の
間
で
も

愉
快
な
気
分
に
浸
ろ
う
と
思
う
。
我
な
が
ら
嘆
か
わ
し
い
の
は
、
自
分
の
よ
う
な
短
い
翼
し
か
持
た
ぬ
未
熟
者
に
は
風
を
切
っ
て
飛
翔

す
る
力
も
な
い
こ
と
だ
。
雲
間
を
翔か

け
る
大
鵬
の
如
き
五
山
翁
の
驥
尾
に
付
し
て
、
大
詩
人
と
な
る
べ
き
方
法
を
学
び
た
い
も
の
だ
が
。

【�

余
説
】　

大
沼
枕
山
は
「
東
西
故
老
凋
謝
矣
。
而
江
湖
旧
詩
人
、
独
翁
存
焉
。
才
字
寓
許
多
尊
重
之
意
（
東
西
の
故
老 

凋
謝
せ
り
。
而

し
て
江
湖
の
旧
詩
人
、
独
り
翁
の
み
存
す
。
才
の
字 

許あ
ま
た多

の
尊
重
の
意
を
寓
す
）」
と
評
し
て
い
る
。
か
つ
て
一
世
を
風
靡
し
た
江
湖

詩
社
も
、
す
で
に
市
河
寛
斎
、
柏
木
如
亭
、
大
窪
詩
仏
と
い
っ
た
主
要
メ
ン
バ
ー
が
下
世
し
て
お
り
、
独
り
五
山
だ
け
が
矍
鑠
と
し
て

い
た
。
天
下
の
名
流
な
ど
か
ろ
う
じ
て
指
を
屈
す
る
ほ
ど
し
か
い
な
い
と
い
う
表
現
に
、
枕
山
は
五
山
に
対
す
る
黄
石
の
尊
重
の
念
を

読
み
取
っ
た
の
で
あ
る
。

　

�　

な
お
、『
玉
池
吟
社
詩
』
で
は
、
詩
題
を
「
雨
夜
五
山
先
生
見
訪
席
上
賦
呈
（
雨
夜
、
五
山
先
生 

訪
は
る
。
席
上 

賦
し
て
呈
す
）」

に
作
り
、
ま
た
次
の
よ
う
な
文
字
の
異
同
が
見
ら
れ
る
。

　
　

３　

床
頭
湿0

透
秋
絃
漫
→
床
頭
潤0

透
秋
絃
漫

　
　

５　

四
海
名
流
纔0

屈
指
→
四
海
名
流
才0

屈
指

　
　

６　

三
盃
濁
酒
且
舒0

情
→
三
盃
濁
酒
且
伸0

情

０
０
０
９
二
月
念
一
日
観
花
於
天
寧
寺
（
二
月
念
一
日
、
花
を
天
寧
寺
に
観
る
）

　

石
磴
半
攀
湖
鏡
開　
　

石せ
き

磴と
う 

半な
か

ば
攀よ

づ
れ
ば 

湖こ

鏡き
ょ
う

開
く
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山
花
宛
作
白
雲
堆　
　

山
花 

宛え
ん

と
し
て 

白
雲
の
堆た

い
を
作な

す

　

分
明
覚
入
荘
厳
界　
　

分ぶ
ん

明め
い

に 

荘し
ょ
う

厳ご
ん

界か
い

に
入い

る
を
覚お

ぼ
ゆ

　

一
面
瑠
璃
暎
発
来　
　

一
面
の
瑠る

璃り 

暎え
い

発は
つ

し
来
た
る

　
　
　
　

七
言
絶
句　

韻
字　

開
・
堆
・
来
（
上
平
声
十
灰
）

【�

題
意
】　

天
保
年
間
、
二
月
二
一
日
に
天
寧
寺
で
花
見
を
し
た
と
き
の
作
。
万
年
山
天
寧
寺
は
、
彦
根
城
の
東
、
約
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

に
位
置
す
る
、
曹
洞
宗
の
寺
院
。
井
伊
直
中
（
直
弼
の
実
父
）
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
。
丘
の
上
に
あ
っ
て
、
城
下
町
や
琵
琶
湖
を
一

望
で
き
、
石
庭
や
五
百
羅
漢
像
な
ど
で
知
ら
れ
る
。
後
に
井
伊
直
弼
の
供
養
塔
も
建
て
ら
れ
た
。

【�

語
釈
】　

○
石
磴　

石
の
坂
道
。
丘
の
上
に
あ
る
天
寧
寺
ま
で
の
道
の
こ
と
。　

○
半
攀　

石
畳
の
坂
道
を
半
分
ま
で
上
る
。　

○
湖

鏡　

晴
れ
渡
る
湖
面
が
反
射
す
る
様
を
鏡
に
見
立
て
た
表
現
。　

○
山
花　

山
間
に
咲
く
野
生
の
花
。
山
桜
で
あ
ろ
う
。　

○
白
雲
堆　

白
雲
が
湧
き
上
が
る
。
桜
が
咲
き
乱
れ
る
様
子
を
湧
き
上
が
る
白
雲
に
な
ぞ
ら
え
た
。　

○
分
明　

は
っ
き
り
と
。
明
瞭
に
。　

○
荘

厳
界　

仏
教
語
。
美
し
く
装
飾
さ
れ
た
伽
藍
や
寺
塔
、
仏
像
の
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
美
盛
精
妙
を
極
め
た
世
界
。
天
寧
寺
の
境

内
を
称
え
た
表
現
。　

○
暎
発　

照
り
映
え
る
こ
と
。
境
内
の
伽
藍
や
石
庭
が
瑠
璃
色
の
空
や
湖
水
と
照
り
映
え
て
輝
い
て
い
た
こ
と

を
い
う
。

【�

通
釈
】　

石
畳
の
坂
道
を
半
ば
ま
で
上
る
と
、
鏡
の
よ
う
に
澄
み
切
っ
た
湖
面
が
姿
を
現
し
た
。
山
桜
は
咲
き
乱
れ
て
、
も
く
も
く
と

湧
き
上
が
る
白
雲
の
よ
う
。
は
っ
き
り
と
、
荘
厳
界
に
足
を
踏
み
入
れ
た
こ
と
を
悟
っ
た
。
あ
た
り
一
面
が
瑠
璃
色
に
照
り
映
え
て
き

た
か
ら
だ
。
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０
０
１
０
（
其
二
）

　

万
念
消
来
参
老
禅　
　

万ば
ん

念ね
ん 

消し
ょ
う

来ら
い

せ
ん
と
し
て 

老ろ
う

禅ぜ
ん

に
参さ

ん
ず

　

香
雲
裊
裊
払
危
欄　
　

香こ
う

雲う
ん 

裊じ
ょ
う

裊じ
ょ
う

と
し
て 

危き

欄ら
ん

を
払は

ら
ふ

　

此
間
応
是
維
摩
室　
　

此こ

の
間か

ん 

応ま
さ

に
是
れ
維ゆ

い
摩ま

の
室
な
る
べ
し

　

故
雨
天
花
与
我
看　
　

故こ
と
さ

ら
に
天
花
を
雨ふ

ら
せ
て 

我
に
看み

し
む

　
　
　
　

七
言
絶
句　

韻
字　

禅
・
欄
・
看
（
上
平
声
十
四
寒
）

【�

題
意
】　

桜
の
舞
い
散
る
天
寧
寺
の
境
内
を
、
天
女
が
維
摩
詰
ら
に
向
け
て
花
を
散
じ
た
と
い
う
「
天
女
散
花
」
の
世
界
に
重
ね
合
わ

せ
て
詠
じ
た
作
。

【�

語
釈
】　

○
万
念　

あ
れ
や
こ
れ
や
の
雑
念
、
煩
悩
。
白
居
易
「
晏
坐
閑
吟
」
に
「
願
は
く
は 

禅
門 

非
想
の
定じ

ょ
う

を
学
び
、
千
愁 

万

念 

一
時
に
空く

う
に
せ
ん
」。　

○
老
禅　

老
い
た
禅
僧
。
鄭
谷
「
贈
日
東
鑑
禅
師
」（『
三
体
詩
』）
に
「
老
禅
の
方
丈 

中
條
に
倚よ

る
」。　

○
香
雲　

瑞
雲
。
長
く
伸
び
た
枝
に
咲
く
桜
花
を
雲
に
見
立
て
た
。
李
白
「
尋
山
僧
不
遇
作
」
に
「
香
雲 

山
に
徧あ

ま
ね

く
起
こ
り
、
花
雨 

天
よ
り
来
た
る
」。　

○
裊
裊　

長
く
し
な
や
か
な
様
。　

○
危
欄　

高
い
欄
干
。
李
商
隠
「
北
楼
」
に
「
此
の
楼 

北
望
す
る
に
堪

ふ
、
命
を
軽
ん
じ
て 

危
欄
に
倚よ

る
」。　

○
維
摩
室　

維
摩
詰
の
居
所
。
陸
游
「
夏
日
四
首
（
二
）」
に
「
此
の
間 

恐
ら
く
は
是
れ 

維

摩
の
室
な
ら
ん
、
藜れ

い

床し
ょ
う

を
除
却
し
て 

一
物
無
し
」。　

○
雨
天
花　

天
界
の
仙
花
を
ふ
ら
せ
る
。
如
来
が
菩
薩
や
弟
子
達
を
維
摩
詰

の
居
所
に
つ
か
わ
し
た
際
、
天
女
が
天
か
ら
花
を
ふ
り
か
け
た
と
い
う
「
天
女
散
花
」（『
維
摩
経
』
観
衆
生
品
）
に
基
づ
く
表
現
。

【�

通
釈
】　

雑
念
を
振
り
払
お
う
と
、
年
長
け
た
禅
僧
の
も
と
に
参
じ
る
。
瑞
雲
の
如
き
桜
が
た
お
や
か
に
高
い
欄
干
を
払
っ
て
い
る
。

こ
こ
は
さ
だ
め
て
維
摩
詰
の
居
所
に
違
い
な
い
。
こ
と
さ
ら
に
花
を
舞
い
散
ら
せ
て
、
私
に
見
せ
て
く
れ
る
の
だ
か
ら
。
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０
０
１
１
（
其
三
）

　

時
方
多
忌
観
娯
少　
　

時
に
多た

忌き

に
方あ

た
り
て 

観か
ん

娯ご

少ま
れ

な
り

　

開
口
笑
来
能
幾
場　
　

口
を
開
き
て 

笑
ひ
来
た
る
は 

能よ

く
幾い

く

場じ
ょ
う

ぞ

　

珍
重
春
風
禅
榻
畔　
　

珍ち
ん

重ち
ょ
う

す 

春
風 

禅ぜ
ん

榻と
う

の
畔ほ

と
り

　

看
花
尽
日
世
相
忘　
　

花
を
看
て 

尽
日 

世
を
ば
相あ

ひ
忘わ

す
る

　
　
　
　

七
言
絶
句　

韻
字　

場
・
忘
（
下
平
声
七
陽
）

【�

題
意
】　

藩
内
で
意
を
得
ら
れ
ず
、
憤
懣
を
抱
え
て
い
た
黄
石
だ
が
、
今
回
の
参
詣
に
よ
り
、
い
さ
さ
か
気
が
晴
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

【�

語
釈
】　

○
時　

つ
ね
づ
ね
。
折
に
触
れ
て
。　

○
多
忌　

猜
疑
や
忌
避
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
王
粲
「
贈
文
叔
良
」
に
「
人
の
忌
多

き
は
、
之
を
掩
ふ
こ
と
実
に
難
し
」。　

○
開
口
笑　

口
を
開
い
て
大
笑
い
す
る
。
杜
牧
「
九
日
斉
山
登
高
」（『
三
体
詩
』）
に
「
人
世 

逢
ひ
難
し 

口
を
開
い
て
笑
ふ
に
」。　

○
能
幾
場　

い
っ
た
い
ど
れ
ほ
ど
あ
り
え
よ
う
か
。「
場
」
は
回
数
を
表
す
数
詞
。　

○
禅
榻

畔　

禅
寺
に
あ
る
長
椅
子
で
。
杜
牧
「
酔
後
題
僧
院
」（『
三
体
詩
』）
に
「
今
日 

鬢
糸 

禅
榻
の
畔
、
茶
煙 

軽
く
颺
る 

落
花
の
風
」。　

○
世
相
忘　

世
俗
の
こ
と
を
忘
れ
る
。
押
韻
の
た
め
に
「
相
忘
世
」
の
語
順
を
倒
置
し
た
も
の
だ
が
、
白
居
易
の
「
偶
作
二
首
（
二
）」

に
「
身
世 

交こ
も

ご
も
相
忘
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
世
俗
の
こ
と
だ
け
で
な
く
、
我
が
身
の
あ
れ
や
こ
れ
や
も
含
め
て
、
い
っ
さ
い
を
忘

れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
老
荘
思
想
に
お
い
て
理
想
と
さ
れ
る
「
坐
忘
」
に
近
い
境
地
で
あ
る
。

【�

通
釈
】　

つ
ね
づ
ね
周
り
か
ら
白
い
目
で
見
ら
れ
て
ば
か
り
で
、
心
か
ら
楽
し
め
る
こ
と
な
ど
滅
多
に
な
か
っ
た
。
口
を
開
け
て
大
笑

い
で
き
る
の
は
、
い
っ
た
い
ど
れ
く
ら
い
あ
る
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
た
び
こ
の
禅
寺
で
長
椅
子
に
腰
掛
け
、
春
風
に
吹
か
れ
る

桜
を
見
な
が
ら
、
ひ
ね
も
す
世
俗
の
一
切
を
忘
れ
て
い
ら
れ
た
の
は
、
ま
こ
と
に
近
年
ま
れ
に
見
る
あ
り
が
た
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

【�

余
説
】　
「
時
方
多
忌
」
と
あ
る
よ
う
に
、
黄
石
が
藩
内
で
窮
屈
な
思
い
を
し
て
い
た
こ
と
が
、
こ
こ
で
も
う
か
が
え
る
。
小
野
湖
山
が
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「
当
時
君
壮
年
気
鋭
、
不
為
同
僚
所
喜
、
以
有
此
作
（
当
時 

君 

壮
年
気
鋭
、
同
僚
の
喜
ぶ
所
と
為
ら
ず
、
以
て
此
の
作
有
り
）」
と
指

摘
す
る
よ
う
に
、
黄
石
は
同
僚
の
藩
士
か
ら
煙
た
が
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

�　

大
沼
枕
山
は
「
昔
者
誦
第
三
首
、
以
為
晩
唐
正
派
小
杜
之
流
。
今
又
誦
之
、
自
喜
其
見
之
不
誤
矣
（
昔む

か
し者 

第
三
首
を
誦
し
て
、
以

て
晩
唐
の
正
派 

小
杜
の
流
と
為
す
。
今 

又
た
之
を
誦
し
、
自
ら
其
の
見
の
誤
ら
ざ
る
を
喜
ぶ
）」
と
述
べ
て
い
る
。
語
釈
に
示
し
た

よ
う
に
、
本
作
が
杜
牧
の
句
を
巧
み
に
活
か
し
た
作
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。

０
０
１
２
七
月
十
七
日
与
王
雲
渦
新
清
来
広
濤
堂
数
人
游
竹
生
島
（
七
月
十
七
日
、
王
雲
渦
、
新
清
来
、
広
濤
堂
数
人
と
竹
生
島
に
游
ぶ
）

　

城
隍
解
纜
夜
方
中　
　

城じ
ょ
う

隍こ
う 

纜
と
も
づ
な

を
解と

い
て 

夜 

方ま
さ

に
中ち

ゅ
う

す

　

列
宿
稀
疏
澹
碧
空　
　

列
宿 
稀き

疏そ

と
し
て 

碧へ
き

空く
う

に
澹あ

は
し

　

天
待
吾
曹
種
奇
福　
　

天 

吾わ

が
曹そ

う
を
待
ち
て 

奇
福
を
種し

く

　

満
湖
明
月
満
帆
風　
　

満
湖
の
明
月 

満ま
ん

帆ぱ
ん

の
風

　
　
　
　

七
言
絶
句　

韻
字　

中
・
空
・
風
（
上
平
声
一
東
）

【�

題
意
】　

天
保
八
年
ご
ろ
、
七
月
一
七
日
に
諸
生
ら
と
竹
生
島
に
遊
ん
だ
と
き
に
作
っ
た
、
七
首
の
連
作
の
一
首
目
。
同
行
し
た
「
王

雲
渦
」
は
、
武
田
庸
二
郎
「
三
百
篇
の
遺
意
を
得
る
者
」（『
漢
詩
人
岡
本
黄
石
の
生
涯
』
3
）
に
よ
れ
ば
、
大
塚
雲
渦
と
い
う
人
の
こ

と
。「
新
清
来
」
は
、
後
に
彦
根
藩
家
老
と
な
る
新に

い
野の

親ち
か

良よ
し

（
古
拙
、
清
来
と
号
す
。
後
、
江
雪
査
と
称
し
た
）
の
こ
と
。『
黄
石
斎

集
』
第
一
集
巻
上
に
は
、「
送
新
清
来
游
京
」「
寄
懐
清
来
在
京
」「
正
月
十
二
夜
訪
新
清
来
」「
新
清
来
池
亭
看
蛍
火
」
の
四
首
が
収
録

さ
れ
て
い
る
。「
広
濤
堂
」
は
、
広
瀬
濤
堂
の
こ
と
。『
五
山
堂
詩
話
』
補
遺
巻
四
に
彦
根
の
詩
人
が
複
数
紹
介
さ
れ
て
い
る
な
か
に
、

そ
の
名
が
見
え
る
。
竹
生
島
（
滋
賀
県
長
浜
市
）
は
、
琵
琶
湖
北
部
の
葛つ

づ
ら
お

籠
尾
崎
沖
南
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
あ
る
小
島
。
島
内
に
は
都
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久
夫
須
麻
神
社
お
よ
び
宝
厳
寺
が
あ
り
、
古
来
、
神
の
島
と
し
て
信
仰
を
集
め
て
き
た
。
こ
の
第
一
首
目
は
、
真
夜
中
の
船
出
の
場
面

を
詠
じ
た
作
で
、
月
と
風
が
出
て
、
幸
先
よ
い
門
出
と
な
っ
た
。

【�

語
釈
】　

○
城
隍　

彦
根
城
の
水
堀
。
水
堀
か
ら
琵
琶
湖
に
出
て
、
そ
の
ま
ま
竹
生
島
ま
で
渡
航
し
た
の
で
あ
る
。　

○
夜
方
中　

ち

ょ
う
ど
真
夜
中
で
あ
る
、
の
意
。
陸
游
「
秋
夜
」
に
「
酔
魂 

初
め
て
醒
む
れ
ば 

夜 

方
に
中
す
」。　

○
列
宿　

並
ん
だ
星
座
。「
宿
」

は
二
十
八
宿
の
こ
と
。
曹
植
「
公
讌
」（『
古
文
真
宝
』
前
集
）
に
「
明
月 

清
影
を
澄
ま
し
、
列
宿 

正ま
さ

に
参し

ん
差し

た
り
」。　

○
稀
疏　

ま
ば
ら
な
様
。　

○
碧
空　

晴
れ
上
が
っ
た
空
。
朱
誠
泳
「
中
秋
喜
晴
」
に
「
万
里
の
碧
空 

星
彩
爛ら

ん
た
り
、
満
天
の
涼
露 

月
華
明
ら

か
な
り
」。　

○
吾
曹　

わ
れ
わ
れ
。「
曹
」
は
「
輩
」「
等
」
に
同
じ
。　

○
奇
福　

す
ば
ら
し
い
幸
運
。
龔
鼎
孳
「
贈
丁
野
鶴

（
一
）」
に
「
官
罷や

め 

身
閒
に
し
て 
名 

又
た
就な

る
、
古
来 

奇
福 

本
よ
り
居
り
難
し
」。

【�

通
釈
】　

城
下
の
水
堀
に
纜
を
解
い
て
、
真
夜
中
に
出
航
し
た
。
星
々
は
ま
ば
ら
で
、
晴
れ
渡
っ
た
空
に
か
す
か
に
見
え
る
程
度
。
天

は
わ
れ
わ
れ
の
た
め
に
す
ば
ら
し
い
幸
運
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
。
琵
琶
湖
い
っ
ぱ
い
の
明
月
と
帆
い
っ
ぱ
い
の
風
を
。

０
０
１
３
（
其
二
）

　

泠
然
宛
似
御
風
行　
　

泠れ
い

然ぜ
ん

と
し
て 

宛あ
た

か
も
風
を
御ぎ

ょ
し
て
行ゆ

く
に
似に

た
り

　

忽
覚
心
魂
揚
太
清　
　

忽た
ち
ま

ち
覚お

ぼ
ゆ 

心
魂 

太た
い

清せ
い

に
揚あ

が
る
を

　

憶
起
当
年
坡
老
句　
　

憶お
も

ひ
起
こ
す 

当
年 

坡は

老ろ
う

の
句

　

此
游
奇
絶
冠
平
生　
　

此こ

の
游ゆ

う 

奇
絶 

平へ
い

生ぜ
い

に
冠か

ん
た
り

　
　
　
　

七
言
絶
句　

韻
字　

行
・
清
・
生
（
下
平
声
八
庚
）

【�

題
意
】　

連
作
の
二
首
目
。
船
は
湖
面
を
軽
快
に
進
み
、
思
わ
ず
た
ま
し
い
が
浮
か
れ
出
そ
う
な
心
地
が
し
た
。
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【�

語
釈
】　

○
泠
然　

軽
妙
な
様
。
劉
禹
錫
「
尋
汪
道
士
不
遇
」
に
「
仙
子 

東
南
の
秀
、
泠
然
と
し
て 

善よ

く
風
を
馭ぎ

ょ
す
」。　

○
御
風　

風
に
乗
っ
て
行
く
こ
と
。
蘇
軾
「
前
赤
壁
賦
」（『
古
文
真
宝
』
前
集
）
に
「
浩
浩
乎
と
し
て
虚
に
馮よ

り
風
を
御
し
て
、
其
の
止と

ど
ま
る

所
を
知
ら
ざ
る
が
如
し
」。　

○
心
魂　

た
ま
し
い
。「
心
」
は
精
神
を
い
い
、「
魂
」
は
、
肉
体
を
司
る
「
魄
」
に
対
し
て
、
精
神
を

司
る
も
の
を
い
う
。　

○
太
清　

天
空
。
孟
浩
然
「
臨
洞
庭
」（『
唐
詩
選
』）
に
「
八
月 

湖
水
平
ら
か
な
り
、
虚
を
涵ひ

た
し
て 

太
清
に

混
ず
」。　

○
当
年　

当
時
。
そ
の
か
み
。
許
渾
「
咸
陽
城
東
楼
」（『
三
体
詩
』）
に
「
行
人 

問
ふ
莫
か
れ 

当
年
の
事
」。　

○
坡
老

句　

蘇
軾
の
句
。
結
句
は
、
蘇
軾
の
「
六
月
二
十
日
夜
渡
海
」
に
見
え
る
「
茲こ

の
游 

奇
絶 

平
生
に
冠
た
り
」
の
一
句
を
用
い
た
。

【�

通
釈
】　

舟
は
軽
妙
に
進
ん
で
、
ま
る
で
風
に
乗
っ
て
飛
ん
で
い
る
よ
う
。
不
意
に
、
た
ま
し
い
が
大
空
に
浮
か
れ
出
る
心
地
が
し
た
。

そ
こ
で
か
つ
て
蘇
軾
翁
が
詠
じ
た
一
句
が
思
い
起
こ
さ
れ
た
。「
こ
の
遊
行
は
は
な
は
だ
景
観
が
よ
く
て
、
こ
こ
最
近
で
は
も
っ
と
も

す
ぐ
れ
て
い
る
」
と
い
う
句
を
。

【�

余
説
】　

本
作
の
前
半
は
『
荘
子
』
を
踏
ま
え
て
い
る
。
起
句
は
、『
荘
子
』
逍
遥
遊
に
「
夫そ

れ
列
子 

風
を
御
し
て
行
く
、
泠
然
と
し

て
善よ

し
」
と
あ
る
の
を
下
敷
き
に
し
て
い
る
。
承
句
の
「
太
清
」
は
、
大
空
の
こ
と
だ
が
、『
荘
子
』
天
運
に
「
之こ

れ
を
行や

る
に
礼
義
を

以
て
し
、
之
を
建
つ
る
に
太
清
を
以
て
せ
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
道
家
思
想
で
は
天
道
を
指
す
。
軽
快
に
進
む
船
の
な
か
で
、
黄
石
は

自
然
と
一
体
化
し
た
よ
う
な
気
分
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
自
然
と
の
合
一
は
、
老
荘
思
想
で
は
理
想
の
境
地
と
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
、

黄
石
は
日
頃
の
俗
務
を
離
れ
、
し
ば
し
の
間
、
心
を
休
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
だ
。

０
０
１
４
（
其
三
）

　

風
水
泠
泠
蘆
戦
戦　
　

風
水 

泠れ
い

泠れ
い

た
り 

蘆あ
し 

戦せ
ん

戦せ
ん

た
り

　

落
帆
暫
倚
大
浜
洲　
　

帆ほ

を
落
と
し
て 

暫し
ば
ら

く
倚よ

る 

大
浜
洲
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漁
篝
影
滅
方
残
夜　
　

漁ぎ
ょ

篝こ
う 

影か
げ

滅
し
て 

方ま
さ

に
残
夜

　

太
白
煌
煌
当
柁
楼　
　

太た
い

白は
く 

煌こ
う

煌こ
う

と
し
て 

柁だ

楼ろ
う

に
当
た
る

　
　
　
　

七
言
絶
句　

韻
字　

洲
・
楼
（
下
平
声
十
一
尤
）

【�

題
意
】　

連
作
の
三
首
目
。
夜
が
尽
き
よ
う
と
す
る
こ
ろ
、
浜は

ま
洲す

に
舟
を
着
け
て
、
し
ば
し
休
憩
し
て
い
る
と
、
金
星
が
見
え
た
。

【�

語
釈
】　

○
泠
泠　

す
ず
し
く
清
ら
か
な
様
。
王
安
石
「
木
末
」
に
「
草
根 

南
澗 

水 

泠
泠
た
り
」。　

○
戦
戦　

ふ
る
え
る
様
。　

○
落
帆　

帆
を
下
ろ
す
。
船
の
速
度
を
緩
め
、
停
泊
す
る
こ
と
。
許
渾
「
送
南
陵
李
少
府
」
に
「
帆
を
落
と
す 

秋
水
の
寺
、
馬
を
駆

る 

夕
陽
の
山
」。　

○
大
浜
洲　

大
き
な
浜
洲
。「
浜
洲
」
は
、
中
国
で
は
見
な
い
言
葉
。
彦
根
か
ら
竹
生
島
に
い
た
る
ま
で
に
は
、

「
奥お

く
の
洲の

」（
長
浜
市
）
と
い
う
大
き
な
浜
洲
が
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
浜
洲
に
一
時
的
に
停
泊
し
た
の
だ
ろ
う
。　

○
漁
篝　

漁
船

の
か
が
り
火
。　

○
残
夜　

夜
の
終
わ
り
。
明
け
よ
う
と
す
る
夜
。　

○
太
白　

金
星
。
陸
游
「
秋
夜
泊
舟
亭
山
下
」
に
「
煌
煌
た
る

太
白 

高
さ
千
丈
」。　

○
柁
楼　

舵
を
操
作
す
る
と
こ
ろ
。
操
舵
室
。
他
よ
り
高
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
楼
と
称
し
た
。
白
居
易
「
塩

商
婦
」（「
新
楽
府
」）
に
「
飽
食 

濃
妝 

柁
楼
に
倚よ

り
、
両り

ょ
う

朵だ

の
紅こ

う
腮さ

い 

花
綻ほ

こ
ろ

び
ん
と
欲
す
」。

【�

通
釈
】　

風
も
水
も
爽
快
で
、
蘆
が
揺
れ
て
い
る
。
帆
を
下
ろ
し
て
、
し
ば
し
大
き
な
浜
洲
に
舟
を
着
け
た
。
篝
火
の
光
も
消
え
て
、

ち
ょ
う
ど
夜
が
尽
き
よ
う
と
す
る
こ
ろ
、
金
星
が
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
い
て
、
操
舵
室
に
接
し
よ
う
と
し
て
い
た
。

【�

余
説
】　

湖
山
は
「
実
境
直
叙
、
自
成
好
詩
。
坡
公
之
流
亜
（
実
境
直
叙
、
自
ら
好
詩
と
成
る
。
坡
公
の
流
亜
な
り
）」
と
評
し
て
い

る
。
実
際
の
情
景
を
写
実
的
に
描
写
し
て
い
る
の
が
、
蘇
軾
の
手
法
に
通
じ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

０
０
１
５
（
其
四
）

　

快
艪
去
追
清
暁
風　
　

快か
い

艪ろ 

去ゆ

き
て
追お

ふ 

清せ
い

暁ぎ
ょ
う

の
風か

ぜ
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宿
煙
半
散
日
曈
曨　
　

宿し
ゅ
く

煙え
ん 

半な
か

ば
散
じ
て 

日ひ 

曈と
う

曨ろ
う

た
り

　

孱
顔
一
笑
如
迎
揖　
　

孱せ
ん

顔が
ん 

一
笑 

迎げ
い

揖ゆ
う

す
る
が
如ご

と
し

　

淡
掃
紅
霞
立
鏡
中　
　

淡
く
紅こ

う
霞か

を
掃は

き
て 

鏡
中
に
立
つ

　
　
　
　

七
言
絶
句　

韻
字　

風
・
曨
・
中
（
上
平
声
一
東
）

【�

題
意
】　

連
作
の
四
首
目
。
夜
が
明
け
て
、
目
の
前
に
現
れ
た
竹
生
島
は
、
薄
化
粧
を
し
て
、
笑
顔
で
迎
え
入
れ
て
く
れ
る
美
女
の
よ

う
で
あ
っ
た
。

【�

語
釈
】　

○
快
艪　

軽
快
に
進
む
舳
先
。　

○
宿
煙　

昨
夜
か
ら
の
霧
。　

○
曈
曨　

太
陽
が
昇
り
、
明
る
く
な
っ
て
ゆ
く
様
。
楊
億

「
禁
直
」
に
「
初
日 

曈
曨
と
し
て 

屋
梁
に
艶つ

や
あ
り
」。　

○
孱
顔　

山
の
高
峻
な
様
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
山
の
こ
と
。
切
り
立
っ
た

岩
壁
に
囲
ま
れ
た
竹
生
島
（
標
高
一
九
七
メ
ー
ト
ル
）
の
姿
を
い
う
。
蘇
軾
「
峡
山
寺
」
に
「
我
が
行 

遅
速
無
く
、
衣
を
摂と

り
て 

孱

顏
を
歩
す
」。　

○
一
笑　

竹
生
島
が
笑
顔
で
迎
え
入
れ
て
く
れ
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
。
胡
松
年
「
観
音
院
徳
雲
堂
」

に
「
此
の
行 

要
す
る
に
是
れ 

平
生
よ
り
快
な
り
、
無
数
の
青
山 

笑
ひ
て
我
を
迎
ふ
」。　

○
迎
揖　

客
人
を
迎
え
る
際
に
、
両
手
を

合
わ
せ
て
高
く
挙
げ
る
礼
儀
作
法
。　

○
紅
霞　

朝
焼
け
。「
霞
」
は
、
日
の
出
あ
る
い
は
日
没
時
の
陽
光
に
染
め
ら
れ
た
空
や
雲
を

い
う
。
朝
焼
け
に
染
め
ら
れ
た
竹
生
島
を
、
美
女
の
薄
化
粧
に
な
ぞ
ら
え
た
。　

○
立
鏡　

琵
琶
湖
を
鏡
に
見
立
て
、
竹
生
島
が
湖
面

に
映
っ
て
い
る
の
を
、
鏡
の
前
に
立
っ
た
と
い
い
な
し
た
。

【�

通
釈
】　

舟
は
軽
快
に
進
ん
で
昧
爽
の
風
を
追
い
か
け
て
ゆ
く
。
夜
半
か
ら
の
霧
は
な
か
ば
消
え
て
、
太
陽
が
顔
を
の
ぞ
か
せ
て
き
た
。

背
の
高
い
竹
生
島
が
笑
顔
で
迎
え
入
れ
て
く
れ
た
が
、
そ
の
朝
焼
け
の
紅
を
薄
く
刷
い
た
姿
は
、
鏡
の
前
に
立
つ
薄
化
粧
し
た
美
女
の

よ
う
で
あ
っ
た
。
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０
０
１
６
（
其
五
）

　

城
中
累
歳
労
遐
想　
　

城
中 

累る
い

歳さ
い 

遐か

想そ
う

を
労
す

　

未
得
軽
舟
去
一
游　
　

未い
ま

だ
得
ず 

軽
舟 

去ゆ

き
て
一
游
す
る
を

　

今
日
有
縁
償
宿
願　
　

今こ
ん

日に
ち 

縁え
ん

有
り
て 

宿
願
を
償つ

ぐ
な

ふ

　

猶
疑
夢
裡
到
蓬
邱　
　

猶な

ほ
疑う

た
が

ふ 

夢む

裡り 

蓬ほ
う

邱き
ゅ
う

に
到
る
か
と

　
　
　
　

七
言
絶
句　

韻
字　

游
・
邱
（
下
平
声
十
一
尤
）

【�

題
意
】　

連
作
の
五
首
目
。
竹
生
島
を
訪
れ
た
い
と
い
う
宿
願
を
果
た
し
た
黄
石
だ
が
、
そ
の
仙
界
め
い
た
雰
囲
気
は
、
夢
で
も
見
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
疑
う
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

【�

語
釈
】　

○
城
中　

市
内
。「
城
」
は
、
本
来
、
都
市
を
囲
む
城
壁
を
い
う
。
こ
こ
で
は
彦
根
の
城
下
町
の
こ
と
。
祖
詠
「
終
南
望
餘

雪
」（『
唐
詩
選
』）
に
「
林
表 

霽
色
明
ら
か
に
、
城
中 

暮
寒
を
増
す
」。　

○
累
歳　

多
年
。
何
年
間
も
続
い
て
。　

○
遐
想　

は
る

か
か
な
た
へ
心
を
飛
ば
す
こ
と
。
ま
た
、
遠
方
の
地
（
と
り
わ
け
仙
郷
の
よ
う
な
場
所
）
に
行
っ
て
み
た
い
と
考
え
る
こ
と
。
杜
甫

「
八
哀
詩
（
七
）」
に
「
紙
を
操と

り
て 

終
夕
酣

た
け
な
は

な
り
、
時
物 

遐か

想そ
う

を
集
め
た
り
」。　

○
償　

満
足
さ
せ
る
こ
と
。　

○
蓬
邱　

蓬

莱
山
。
仙
人
が
住
ま
い
、
不
老
長
寿
の
仙
薬
が
あ
る
仙
山
と
さ
れ
、
秦
の
始
皇
帝
が
徐
福
を
遣
わ
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。

【�

通
釈
】　

街
中
で
暮
ら
し
つ
つ
、
も
う
長
い
間
、
あ
の
竹
生
島
に
行
っ
て
み
た
い
と
切
に
念
じ
て
き
た
が
、
こ
れ
ま
で
軽
舟
に
乗
っ
て

一
遊
す
る
こ
と
は
か
な
わ
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
本
日
、
縁
が
あ
っ
て
、
宿
願
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
。
そ
れ
で
も
ま
だ
、

こ
れ
が
蓬
莱
山
に
や
っ
て
き
た
夢
を
見
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
疑
っ
て
い
る
ぐ
ら
い
で
あ
る
。

【�

余
説
】　

大
沼
枕
山
は
「
君
住
湖
上
、
其
於
竹
生
島
、
猶
有
累
年
之
想
。
矧
余
之
老
憊
、
而
在
千
里
之
遠
者
。
蓬
邱
之
游
、
期
再
生
焉
。

今
読
此
首
、
亦
做
夢
裡
一
游
之
想
。
君
之
賜
多
矣
（
君 

湖
上
に
住
む
も
、
其
の
竹
生
島
に
於
る
や
、
猶
ほ
累
年
の
想
有
り
。
矧い

は
ん
や
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余
の
老ろ

う

憊は
い

、
而し

か
も
千
里
の
遠
き
に
在
る
者
を
や
。
蓬
邱
の
游
、
再
生
を
期
す
る
な
ら
ん
。
今 

此
の
首
を
読
み
て
、
亦
た
夢
裡
一
游
の

想
を
做な

す
。
君
の
賜 

多
し
）」
と
評
し
て
い
る
。
晩
年
の
枕
山
は
、
江
戸
の
地
に
お
い
て
、
竹
生
島
に
行
く
こ
と
は
か
な
わ
ぬ
な
が
ら

も
、
本
作
を
読
ん
で
そ
の
仙
郷
め
い
た
雰
囲
気
を
夢
想
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

０
０
１
７
（
其
六
）

　

雲
衣
影
落
古
壇
浄　
　

雲う
ん

衣い 

影
落
ち
て 

古こ

壇だ
ん

浄き
よ

し

　

金
榜
光
飛
深
窟
明　
　

金き
ん

榜ぼ
う 

光
飛
ん
で 

深し
ん

窟く
つ

明あ
か

る
し

　

剰
有
天
風
吹
不
断　
　

剰
あ
ま
つ
さ

へ
天
風
の
吹
き
て
断た

え
ざ
る
有
り

　

琤
琤
宛
作
歩
虚
声　
　

琤そ
う

琤そ
う 

宛え
ん

と
し
て
歩ほ

虚き
ょ

の
声
を
作な

す

　
　
　
　

七
言
絶
句　

韻
字　

明
・
声
（
下
平
声
八
庚
）

【�

題
意
】　

連
作
の
六
首
目
。
竹
生
島
に
上
陸
し
、
寺
社
仏
閣
や
洞
窟
を
見
て
回
っ
た
が
、
そ
の
間
中
、
風
が
妙
な
る
音
を
鳴
ら
し
て
吹

い
て
い
る
の
で
、
い
よ
い
よ
仙
界
に
来
た
心
地
が
さ
れ
た
。

【�

語
釈
】　

○
雲
衣　

雲
で
で
き
た
衣
。
こ
こ
で
は
、
単
に
雲
の
こ
と
を
い
う
が
、
元
来
は
仙
界
の
住
人
の
衣
服
を
指
す
。
竹
生
島
の
神

秘
性
を
際
立
た
せ
た
措
辞
。　

○
影
落　

雲
が
影
を
落
と
す
。　

○
古
壇　

古
く
か
ら
あ
る
寺
社
仏
閣
の
こ
と
。「
壇
」
は
、
宗
教
活

動
を
行
う
場
所
を
い
う
。
こ
こ
で
は
、
都つ

久く

夫ぶ

須す

麻ま

神
社
お
よ
び
宝ほ

う

厳ご
ん

寺じ

を
指
す
。　

○
金
榜　

金
箔
で
飾
ら
れ
た
寺
社
の
扁
額
。　

○
天
風　

天
を
吹
く
風
。
鮑
溶
「
贈
楊
錬
師
」（『
三
体
詩
』）
に
「
夜よ

深ふ

け
て 

経
尽
き 

人 

鶴
に
上
る
、
天
風
吹
い
て 

秋
の
冥
冥
た
る

に
入い

ら
し
む
」。　

○
琤
琤　

玉
な
ど
が
触
れ
あ
う
音
。　

○
歩
虚
声　

道
士
が
空
中
を
歩
行
す
る
際
に
響
く
誦
経
の
声
。
魏
の
曹
植

が
漁
山
に
遊
ん
だ
際
、
空
中
よ
り
え
も
い
わ
れ
ぬ
妙
音
を
聞
い
た
。
音
を
解
す
る
も
の
に
写
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
神
仙
の
声
だ
と
い
う
。
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そ
の
後
、
道
士
が
こ
れ
に
な
ら
っ
て
歩
虚
詞
を
作
っ
た
と
い
う
。
李
白
「
題
随
州
紫
陽
先
生
壁
」
に
「
喘
息 

妙
氣
を
餐
し
、
歩
虚 

真

声
を
吟
ず
」。

【�

通
釈
】　

神
さ
び
た
祭
殿
に
は
雲
が
影
を
落
と
し
て
汚
れ
な
く
、
金
箔
で
飾
ら
れ
た
扁
額
の
光
は
、
深
い
洞
窟
の
奥
ま
で
照
ら
し
て
い

る
。
そ
の
間
中
、
風
が
絶
え
間
な
く
天
を
吹
い
て
、
そ
の
音
は
あ
た
か
も
道
士
が
空
中
を
歩
く
際
の
誦
経
の
声
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

０
０
１
８
（
其
七
）

　

十
丈
紅
塵
没
馬
頭　
　

十じ
ゅ
う

丈じ
ょ
う

の
紅こ

う
塵じ

ん 

馬ば

頭と
う

を
没
す

　

浮
生
擾
擾
幾
時
休　
　

浮ふ

生せ
い 

擾じ
ょ
う

擾じ
ょ
う

と
し
て 

幾い
く

時と
き

に
か
休や

ま
ん

　

飄
然
此
日
来
仙
界　
　

飄ひ
ょ
う

然ぜ
ん

と
し
て 
此こ

の
日 

仙
界
に
来き

た
る

　

一
碧
乾
坤
洗
寸
眸　
　

一い
っ

碧ぺ
き

の
乾け

ん
坤こ

ん 
寸す

ん
眸ぼ

う
を
洗あ

ら
ふ

　
　
　
　

七
言
絶
句　

韻
字　

頭
・
休
・
眸
（
下
平
声
十
一
尤
）

【�

題
意
】　

連
作
の
七
首
目
。
俗
務
に
従
事
す
る
日
常
を
脱
し
、
竹
生
島
ま
で
や
っ
て
き
た
喜
び
を
歌
う
。
美
し
い
景
色
に
、
し
ば
し
心

を
養
う
こ
と
が
で
き
た
。

【�

語
釈
】　

○
十
丈
紅
塵　

十
丈
の
高
さ
ま
で
立
ち
上
る
塵
埃
。
繁
華
の
地
を
指
す
。
こ
こ
で
は
、
彦
根
の
城
下
町
の
こ
と
。
０
０
０
４

詩
に
既
出
。　

○
馬
頭　

馬
の
頭
。
往
来
が
激
し
い
た
め
、
土
埃
が
馬
の
頭
を
お
お
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
前
半
は
、
戴
復
古
「
楼

上
観
山
」（『
聯
珠
詩
格
』）
に
「
九
陌
の
黄
塵 

馬
頭
を
没
し
、
人
来
た
り 
人
去
り
て 

幾
時
に
か
休
せ
ん
」
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
て
い

る
。　

○
浮
生
擾
擾　

は
か
な
い
人
生
は
ご
た
ご
た
と
し
て
ば
か
り
い
る
。
こ
こ
は
、
鄭
谷
「
慈
恩
偶
題
」（『
三
体
詩
』）
の
「
浮
生 

擾
擾
と
し
て 

竟つ
ひ

に
何
を
か
能よ

く
せ
ん
」
の
一
句
を
用
い
た
。　

○
幾
時　

い
つ
に
な
っ
た
ら
。「
何
時
」
と
同
じ
く
、
時
間
を
問
う
表
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現
。
杜
甫
「
天
末
憶
李
白
」
に
「
鴻
雁 

幾
時
に
か
到
ら
ん
、
江
湖 

秋
水
多
し
」。　

○
飄
然　

世
事
を
気
に
せ
ず
、
ふ
ら
り
と
向
か

う
様
。
欧
陽
脩
「
贈
許
道
人
」（『
聯
珠
詩
格
』）
に
「
飄
然
と
し
て 

鶴
に
乗
り 

去
り
て
笙
を
吹
く
」。　

○
一
碧　

み
ど
り
一
色
。
湖

面
も
天
空
も
す
べ
て
碧
色
に
染
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
范
仲
淹
「
岳
陽
楼
記
」（『
古
文
真
宝
』
後
集
）
に
「
上
下
天
光
、
一
碧
万

頃
」。
薩
都
剌
「
酹
江
月
。
任
御
史
有
約
不
至
」
に
「
一
碧
の
湖
光 

三
十
里
」。　

○
乾
坤　

天
地
。　

○
洗
寸
眸　

目
を
洗
わ
れ
た

気
分
に
な
る
。
す
ば
ら
し
い
情
景
に
心
を
喜
ば
せ
る
こ
と
。「
洗
目
」
に
同
じ
。「
寸
眸
」
は
、
小
さ
い
ま
な
こ
。

【�

通
釈
】　

十
丈
も
の
塵
埃
が
馬
の
頭
を
お
お
う
ま
で
に
立
ち
上
っ
て
い
る
。
夢
の
よ
う
に
は
か
な
い
こ
の
人
生
は
、
何
か
と
ご
た
ご
た

と
し
て
、
い
つ
に
な
っ
た
ら
安
ら
か
な
時
を
迎
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
日
、
世
俗
を
離
れ
て
ふ
ら
り
と
こ
の
仙
界
に

や
っ
て
き
て
、
み
ど
り
一
色
の
世
界
に
小
さ
な
ま
な
こ
を
洗
う
こ
と
が
で
き
た
。

０
０
１
９
（
其
八
）

　

縹
渺
臨
風
動
悵
吟　
　

縹ひ
ょ
う

渺び
ょ
う

と
し
て 
風か

ぜ
に
臨の

ぞ
ん
で 

悵ち
ょ
う

吟ぎ
ん

を
動う

ご
か
す

　

琵
琶
無
語
白
龍
沈　
　

琵
琶 

語ご

無
く 

白び
ゃ
く

龍り
ゅ
う

沈し
ず

む

　

仙
童
公
子
今
何
在　
　

仙せ
ん

童ど
う 

公
子 

今 

何い
づ

く
に
か
在あ

る

　

巌
畔
空
聞
風
水
音　
　

巌が
ん

畔ぱ
ん 

空む
な

し
く
聞
く 

風
水
の
音お

と

　
　
　
　

七
言
絶
句　

韻
字　

吟
・
沈
・
音
（
下
平
声
十
二
侵
）

【�

題
意
】　

か
つ
て
竹
生
島
で
琵
琶
を
奏
し
た
平
経つ

ね

正ま
さ

に
思
い
を
馳
せ
る
も
、
そ
の
よ
う
な
風
流
人
も
す
で
に
失
せ
て
、
風
と
波
音
だ
け

が
響
く
な
か
で
、
人
生
の
は
か
な
さ
を
か
み
し
め
た
作
。

【�

語
釈
】　

○
縹
渺　

遠
く
は
る
か
な
様
。
司
馬
光
「
海
仙
歌
」
に
「
祥
風 

縹
渺
た
り 

釣
天
の
声
」。　

○
臨
風　

風
に
吹
か
れ
て
。
蕭
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穎
士
「
九
日
陪
元
魯
山
登
北
城
留
別
」（『
唐
詩
選
』）
に
「
風
に
臨
ん
で 

帰
心
を
動
か
す
」。　

○
悵
吟　

悲
し
み
の
吟
詠
。　

○
琵

琶
無
語　

琵
琶
の
音
も
聞
こ
え
な
い
。
平
経つ

ね

正ま
さ

が
木
曾
義
仲
追
討
の
た
め
北
陸
道
に
向
け
て
進
軍
し
た
際
、
竹
生
島
に
立
ち
寄
り
、

琵
琶
を
奏
し
た
故
事
を
踏
ま
え
る
。
白
居
易
「
琵
琶
行
」（『
古
文
真
宝
』
前
集
）
に
「
今
夜 

君
が
琵
琶
の
語
を
聞
い
て
、
仙
楽
を
聴

く
が
如
く 
耳 
暫し

ば
ら

く
明
ら
か
な
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
琵
琶
の
音
色
は
「
語
」
と
表
現
さ
れ
る
。
童
軒
「
明
妃
怨
」
に
「
琵
琶 

語
無

く 

月
明
孤
な
り
」。　

○
白
龍　

白
い
龍
。
伝
説
上
の
生
物
。『
平
家
物
語
』
巻
七
で
は
、
経
正
が
琵
琶
を
奏
し
た
と
こ
ろ
「
明
神
、

感
応
に
た
へ
ず
し
て
、
経
正
の
袖
の
う
へ
に
、
白び

ゃ
く

竜り
ゅ
う

現
じ
て
見
え
給
へ
り
」
と
あ
る
。　

○
仙
童　

仙
人
に
仕
え
る
僮
僕
。
こ
こ

で
は
、
竹
生
島
を
仙
界
に
見
立
て
、
か
つ
て
こ
こ
に
い
た
に
ち
が
い
な
い
「
仙
童
」
の
こ
と
を
い
う
。『
平
家
物
語
』
巻
七
で
は
「
彼か

の

秦し
ん

皇こ
う

・
漢
武
、
童ど

う

男な
ん

・
丱か

女じ
ょ

を
つ
か
は
し
、
或

あ
る
い
は

方ほ
う

士じ

を
し
て
、
不
死
の
薬
を
尋
ね
給
ひ
し
に
、「
蓬ほ

う

莱ら
い

を
見
ず
ば
、
い
な
や
帰
ら

じ
」
と
い
ッ
て
、
徒

い
た
ず
ら

に
舟
の
う
ち
に
て
老お

い
、
天
水
茫ぼ

う

〻ぼ
う

と
し
て
求

も
と
む
る

事
を
え
ざ
り
け
ん
蓬
莱
洞ど

う
の
有
様
も
、
か
く
や
あ
り
け
む
と

ぞ
見
え
し
」
と
あ
る
。　

○
公
子　

諸
侯
の
庶
子
の
こ
と
だ
が
、
こ
こ
で
は
平
家
の
公
達
、
す
な
わ
ち
、
竹
生
島
で
琵
琶
を
演
奏
し
た

平
経
正
を
指
す
。　

○
今
何
在　

い
ま
ど
こ
に
い
る
の
か
、
ど
こ
に
も
い
な
い
。
杜
甫
「
哀
江
頭
」（『
唐
詩
選
』『
古
文
真
宝
』
前
集
）

に
「
明
眸
皓
歯 

今 

何い
づ

く
に
か
在
る
」。　

○
巌
畔　

い
わ
お
の
そ
ば
。
竹
生
島
を
囲
ん
で
い
る
断
崖
の
あ
た
り
の
こ
と
。「
百
年 

便
す
な
は

ち
万
年
の
計
を
作な

す
も
、
巌
畔
の
古
碑 

空
し
く
緑
苔
」。

【�

通
釈
】　

か
な
た
の
風
に
吹
か
れ
て
い
る
と
、
思
わ
ず
悲
哀
を
帯
び
た
歌
を
口
ず
さ
ん
で
し
ま
う
。
か
つ
て
経つ

ね

正ま
さ

が
奏
し
た
と
い
う
琵

琶
の
音
も
聞
こ
え
ず
、
白
龍
も
沈
ん
だ
ま
ま
だ
。
こ
の
仙
郷
に
い
た
僮
僕
も
、
あ
の
平
家
の
公
達
も
、
い
ま
は
ど
こ
に
も
い
な
い
。
断

崖
に
響
く
風
と
波
の
音
が
む
な
し
く
聞
こ
え
て
く
る
だ
け
で
あ
る
。

【�

余
説
】　

小
野
湖
山
は
「
竹
生
島
湖
北
名
勝
、
前
輩
佳
詩
甚
少
。
余
毎
憾
之
。
今
得
此
数
篇
、
自
覚
快
然
（
竹
生
島
は
湖
北
の
名
勝
な

る
も
、
前
輩 

佳
詩 

甚
だ
少
な
し
。
余 

毎つ
ね

に
之
を
憾
む
。
今 

此
の
数
篇
を
得
て
、
自

お
の
づ
か

ら
快
然
な
る
を
覚
ゆ
）」
と
評
し
て
い
る
。
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従
来
、
名
勝
竹
生
島
を
詠
じ
た
作
品
に
す
ぐ
れ
た
も
の
は
な
か
っ
た
が
、
黄
石
の
作
を
読
ん
で
、
よ
う
や
く
満
足
し
た
と
い
う
。
さ
ら

に
、「
首
首
如
聞
歩
虚
声
風
水
音
（
首
首 

歩
虚
の
声 

風
水
の
音
を
聞
く
が
如
し
）」
と
述
べ
て
、
本
連
作
は
い
ず
れ
も
仙
界
の
雰
囲
気

を
た
た
え
て
い
る
の
で
、
神
仙
の
声
、
風
水
の
音
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
だ
と
評
価
し
て
い
る
。

０
０
２
０
和
横
田
蕉
斎
悼
亡
（
横
田
蕉
斎
の
悼
亡
に
和
す
）

　

鸞
鏡
影
昏
塵
満
床　
　

鸞ら
ん

鏡き
ょ
う 

影か
げ

昏く
ら

く 

塵 

床し
ょ
う

に
満み

つ

　

琵
琶
絃
絶
夜
凄
涼　
　

琵び

琶わ

の
絃
は
絶た

え
て 

夜 

凄せ
い

涼り
ょ
う

　

枕
函
難
得
続
残
夢　
　

枕ち
ん

函か
ん 

得え

難が
た

し 

残ざ
ん

夢む

を
続つ

ぐ
を

　

粉
匣
空
能
留
旧
香　
　

粉ふ
ん

匣こ
う 

空む
な

し
く
能よ

く 

旧き
ゅ
う

香こ
う

を
留と

ど
む

　

蟋
蟀
無
情
足
悲
韻　
　

蟋し
っ

蟀し
ゅ
つ 

無
情
に
し
て 

悲ひ

韻い
ん

足お
ほ

し

　

芙
蓉
何
事
亦
啼
妝　
　

芙ふ

蓉よ
う 

何
事
ぞ 

亦ま

た
啼て

い

妝し
ょ
う

　

西
風
一
掬
檀
奴
涙　
　

西
風 

一い
っ

掬き
く

す 

檀だ
ん

奴ど

の
涙

　

灑
向
秋
天
髩
欲
霜　
　

秋
天
に
向
つ
て
灑そ

そ
げ
ば 

髩び
ん 

霜し
も

な
ら
ん
と
欲
す

　
　
　
　

七
言
律
詩　

韻
字　

床
・
涼
・
香
・
妝
・
霜
（
下
平
声
七
陽
）

【�

題
意
】　

横
田
蕉
斎
（
名
は
敏
、
字
は
敬
徳
）
が
亡
妻
を
悼
ん
で
作
っ
た
詩
に
和
し
た
作
。「
悼
亡
」
は
、
妻
の
死
を
悼
ん
だ
作
の
こ
と

で
、
潘
岳
の
「
悼
亡
詩
三
首
」
が
有
名
。
横
田
蕉
斎
は
彦
根
藩
士
で
、
遠
城
謙
道
に
儒
学
を
講
じ
た
。
黄
石
に
は
、
後
年
、
亡
く
な
っ

た
蕉
斎
を
追
悼
し
た
「
追
懐
横
田
蕉
斎
」
詩
（『
黄
石
斎
集
』
第
六
集
巻
五
）
が
そ
な
わ
る
。
そ
こ
に
は
「
童
稚
情
親
莫
若
君
、
呼
為

師
友
事
多
聞
。
…
…
無
由
今
日
問
陳
迹
、
五
十
餘
年
茫
如
雲
」
と
あ
っ
て
、
蕉
斎
と
は
幼
少
期
よ
り
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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『
五
山
堂
詩
話
』
補
遺
巻
四
に
は
、
蕉
斎
の
詩
作
二
首
（「
首
夏
林
居
」「
新
荷
」）
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

【�
語
釈
】　

○
鸞
鏡　

背
面
に
鸞
鳥
を
描
い
た
鏡
を
い
う
が
、
こ
こ
で
は
単
に
鏡
の
こ
と
を
指
す
。
罽け

い

賓ひ
ん

国
の
王
が
鸞
鳥
を
捕
ら
え
た

が
、
三
年
経
っ
て
も
一
向
に
鳴
か
な
か
っ
た
。
鸞
は
つ
れ
あ
い
を
見
れ
ば
鳴
く
か
ら
、
鏡
を
見
せ
る
よ
う
夫
人
が
助
言
し
た
の
で
、
そ

の
と
お
り
に
し
た
と
こ
ろ
、
鸞
は
悲
し
さ
の
あ
ま
り
に
死
ん
で
し
ま
っ
た
と
い
う
「
孤
鸞
照
鏡
」
の
故
事
（『
異
苑
』）
を
踏
ま
え
、
妻

に
先
立
た
れ
た
横
田
氏
の
境
遇
に
な
ぞ
ら
え
た
。
白
居
易
「
太
行
路
」（『
古
文
真
宝
』
前
集
）
に
「
何
ぞ
況い

は
ん
や 

如
今 

鸞
鏡
の
中う

ち
、

妾
が
顔 

未
だ
改
ま
ら
ざ
る
に 

君
が
心
改
ま
る
を
や
」。　

○
影
昏　

鏡
が
暗
く
て
よ
く
映
ら
な
い
こ
と
。「
影
」
は
鏡
に
映
る
像
。

「
昏
」
は
暗
い
。
妻
が
亡
く
な
り
、
管
理
す
る
人
も
な
く
な
っ
た
の
で
、
鏡
に
埃
が
積
も
っ
て
、
よ
く
映
ら
な
く
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

温
庭
筠
「
和
友
人
悼
亡
」
に
「
宝
鏡 

塵
に
昏
く
し
て 

鸞
影
在
り
」
と
あ
る
な
ど
、
悼
亡
詩
に
お
い
て
、
鏡
が
塵
に
よ
っ
て
映
ら
な
く

な
る
と
い
う
表
現
は
よ
く
見
ら
れ
る
。　

○
床　

本
来
は
、
坐
臥
す
る
た
め
の
長
椅
子
や
ベ
ン
チ
、
縁
台
の
よ
う
な
も
の
を
い
う
が
、

日
本
で
は
そ
れ
に
当
た
る
家
具
は
室
内
で
は
使
わ
れ
な
い
。
こ
こ
で
は
寝ね

床ど
こ

の
こ
と
を
指
し
て
い
よ
う
。
潘
岳
の
「
悼
亡
詩
三
首

（
二
）」
に
「
床し

ょ
う

空む
な

し
く
し
て 

清
塵
に
委ゆ

だ
ぬ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
妻
が
亡
く
な
っ
て
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
「
床
」
に
塵
が
積
も
る
の

は
、
悼
亡
詩
に
お
い
て
は
熟
套
の
表
現
。　

○
琵
琶
絃
絶　

琵
琶
に
張
っ
て
あ
っ
た
弦
も
切
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
こ
で
も
、
妻
が
亡
く

な
っ
て
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
を
い
う
。
朱
褒
「
悼
亡
妓
」（『
三
体
詩
』）
に
「
断
腸
す 

猶
ほ
琵
琶
の
絃
を
繋か

く
る
を
」
と
あ
る
の

は
、
妓
女
が
亡
く
な
っ
て
使
わ
れ
る
こ
と
も
な
い
の
に
、
ま
だ
絃
が
張
っ
て
あ
る
琵
琶
を
見
て
悲
し
く
感
じ
た
と
い
う
も
の
だ
が
、
本

詩
で
は
こ
れ
を
反
転
さ
せ
て
、
絃
が
切
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
と
い
っ
た
の
で
あ
る
。　

○
凄
涼　

孤
独
で
物
寂
し
い
様
。　

○
枕

函　

箱
枕
。　

○
残
夢　

醒
め
か
け
の
夢
。
目
が
覚
め
て
、
夢
の
断
片
が
し
ば
し
脳
裏
に
た
だ
よ
っ
て
い
る
状
態
。　

○
粉
匣　

化
粧

箱
。　

○
旧
香　

亡
き
妻
の
化
粧
や
香
水
の
匂
い
。　

○
蟋
蟀　

コ
オ
ロ
ギ
。
何
景
明
「
寄
胡
宗
器
悼
内
」
に
「
永
夜 

機
中 

蟋
蟀
を

悲
し
む
」。　

○
芙
蓉　

ハ
ス
の
花
。
水
芙
蓉
。　

○
啼
妝　

目
の
下
だ
け
を
薄
く
拭
っ
て
、
涙
痕
の
よ
う
に
見
せ
る
化
粧
法
。
ハ
ス
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の
花
の
模
様
を
啼
妝
に
見
立
て
た
。　

○
西
風　

秋
風
。
尾
聯
は
、
徐
恪
「
朱
仙
鎮
岳
王
祠
」（『
明
詩
綜
』）
の
「
西
風 

一
掬
す 

賢

を
懐
ふ
の
涙
、
荒
祠 

夕
照
の
中
に
向
つ
て
灑
ぐ
」
の
一
聯
を
意
識
す
る
か
。　

○
一
掬　

両
手
で
す
く
い
取
る
こ
と
。
秋
風
が
吹
い

て
、
横
田
氏
の
涙
を
す
く
い
取
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。　

○
檀
奴　

あ
な
た
。
男
性
に
対
す
る
女
性
か
ら
の
呼
び
か
け
の
言
葉
。
も

と
は
潘
岳
の
小
字
。
潘
岳
は
美
男
子
だ
っ
た
た
め
、
道
を
行
け
ば
、
婦
人
た
ち
が
果
物
を
投
げ
入
れ
て
車
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
と
い

う
。
そ
こ
か
ら
、「
檀
奴
」
は
、
女
性
に
よ
る
、
夫
や
恋
人
、
思
慕
す
る
相
手
に
対
す
る
呼
称
と
な
っ
た
。「
悼
亡
詩
」
を
得
意
と
し
た

潘
岳
か
ら
連
想
し
た
表
現
。
こ
こ
で
は
、
横
田
氏
を
指
す
。　

○
灑　

振
り
撒
く
。
ま
き
散
ら
す
。
秋
雨
の
こ
と
を
、
秋
風
が
横
田
氏

の
涙
を
す
く
い
取
っ
て
、
天
に
向
か
っ
て
ま
き
散
ら
し
た
と
い
い
な
し
た
。　

○
秋
天　

秋
の
空
。　

○
髩
欲
霜　

鬢
毛
を
白
髪
に
さ

せ
よ
う
と
す
る
。
白
髪
の
こ
と
を
、
秋
雨
に
よ
っ
て
霜
が
降
り
た
と
い
い
な
し
た
。

【�

通
釈
】　

鸞
鏡
は
埃
に
お
お
わ
れ
て
う
す
暗
く
、
寝
床
に
も
塵
が
積
も
り
っ
ぱ
な
し
。
琵
琶
の
絃
は
切
れ
た
ま
ま
で
、
淋
し
い
独
り
寝

の
夜
。
箱
枕
で
の
眠
り
は
浅
く
、
醒
め
か
け
た
夢
の
続
き
を
見
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
化
粧
箱
は
、
益え

き
も
な
く
亡
妻
の
残
り
香
を
留

め
て
い
る
。
コ
オ
ロ
ギ
は
無
情
に
も
悲
し
げ
な
音
を
盛
ん
に
響
か
せ
て
い
る
し
、
ハ
ス
の
花
は
こ
れ
ま
た
ど
う
い
う
わ
け
で
涙
痕
じ
み

た
模
様
で
咲
い
て
い
る
の
か
。
秋
風
が
先
立
た
れ
た
夫
の
涙
を
す
く
い
取
っ
て
、
秋
の
空
に
向
か
っ
て
ま
き
散
ら
し
た
か
ら
、
そ
れ
が

鬢
毛
に
落
ち
て
、
霜
を
降
り
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。

【�

余
説
】　

大
沼
枕
山
は
「
余
之
集
中
、
有
悼
亡
数
首
。
自
以
為
佳
。
但
比
君
之
詩
、
則
有
唐
宋
之
異
也
（
余
の
集
中
、
悼
亡
数
首
有
り
。

自
ら
以
て
佳
と
為
す
。
但
し
君
の
詩
と
比
す
れ
ば
、
則
ち
唐
宋
の
異
有
る
な
り
）」
と
評
し
て
い
る
。
同
じ
悼
亡
詩
で
も
、
枕
山
と
黄

石
と
で
は
、
唐
詩
と
宋
詩
の
よ
う
に
異
な
っ
て
い
る
と
の
指
摘
で
あ
る
。
枕
山
は
、
ど
ち
ら
が
唐
詩
風
で
ど
ち
ら
が
宋
詩
風
だ
と
考
え

て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
合
山
林
太
郎
は
、
黄
石
の
詩
に
は
「
枕
函
難
得
続
残
夢
、
粉
匣
空
能
留
旧
香
」
と
い
う
美
麗
な
句
が
あ
る
た

め
、
こ
ち
ら
を
唐
詩
風
だ
と
し
て
い
る
（「
性
霊
論
以
降
の
漢
詩
世
界
」『
幕
末
・
明
治
期
に
お
け
る
日
本
漢
詩
文
の
研
究
』）。
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�　

小
野
湖
山
は
「
可
入
樊
榭
山
房
集
中
（
樊
榭
山
房
集
中
に
入
る
べ
し
）」
と
評
し
て
い
る
。
本
作
は
、
清
の
厲
鶚
（
字
は
樊
榭
）
の

詩
集
に
入
っ
て
い
て
も
お
か
し
く
な
い
で
き
ば
え
と
の
こ
と
。
頼
山
陽
や
梁
川
星
巌
も
愛
読
し
た
厲
鶚
だ
が
、
そ
の
悼
亡
詩
と
し
て
は

「
悼
亡
姬
十
二
首
」
が
知
ら
れ
て
い
る
。
湖
山
は
本
作
を
清
詩
風
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。（

こ
ざ
い
・
よ
う
へ
い　

法
学
部
准
教
授
）
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